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情 
報 
文 
化 
都 
市 
元
年

　

２
月　

日
�
に
開
会
し
た
新
見
市
議
会
３
月
定
例
会
の
冒
頭
、
石
垣
市
長
は
、「
平

２６

成　

年
度
は
、『
新
見
市
行
財
政
改
革
集
中
改
革
プ
ラ
ン
』
に
沿
っ
て
、
効
率
的
な
行

２０
財
政
運
営
を
図
る
と
と
も
に
、『
公
正
、
は
つ
ら
つ
、
改
革
と
実
行
』
の
基
本
姿
勢
を

貫
き
、
市
民
と
の
対
話
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
市
民
が
暮
ら
し
や
す
い
�
安
全
・
安

心
な
新
見
市
�
の
実
現
に
向
け
誠
心
誠
意
努
め
る
。」
と
の
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
施
政
方
針
と
し
て
、
時
代
の
動
向
や
市
の
将
来
を
展
望
し
、
市
民
ニ
ー
ズ

を
的
確
に
捉
え
な
が
ら
、「
豊
か
さ
の
実
感　

安
全
・
快
適
・
情
報
文
化
都
市
に
い
み
」

の
実
現
に
向
け
着
実
に
前
進
す
る
と
と
も
に
、
平
成　

年
度
が
、
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ

２０

ル
事
業
が
完
成
し
本
格
運
用
が
開
始
さ
れ
る
「
情
報
文
化
都
市
元
年
」
と
な
る
節
目

の
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
放
送
・
通
信
事
業
だ
け
で
な
く
、
防
災
、
保
健
医
療
、
教

育
、
産
業
振
興
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
、
市
民
が
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
事

業
の
恩
恵
を
実
感
で
き
る
情
報
通
信
基
盤
を
活
用
し
た
取
り
組
み
を
行
う
姿
勢
を
示

し
ま
し
た
。

平
成　

年
度 
施
政
方
針

２０

 
う
る
お
い
の
環
境
都
市

�
道
路
整
備
事
業

�
公
共
交
通
網
整
備
事
業

�
簡
易
水
道
整
備
事
業

�
下
水
道
整
備
事
業

�
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
事
業

�
消
防
・
防
災
・
救
急
対
策
事
業

�
自
動
体
外
式
除
細
動
器

　

（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）整
備
事
業

�
都
市
計
画
事
業

�
公
害
対
策
事
業

�
ご
み
収
集
事
業

 
や
さ
し
さ
の
健
康
都
市

�
乳
幼
児
医
療

�
母
子
保
健
事
業

�
高
齢
者
支
援
事
業

�
養
護
老
人
ホ
ー
ム
移
転
改

築
事
業

�
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
拠

点
施
設
整
備
事
業

�
子
育
て
支
援
事
業

�
認
定
こ
ど
も
園
運
営
事
業

�
障
害
者
地
域
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
運
営
事
業

�
障
害
者
支
援
事
業

�
健
康
増
進
事
業

　 
か
が
や
き
の
文
化
都
市

�
小
・
中
学
校
教
育
振
興
事
業

�
教
育
施
設
整
備
事
業

�
新
見
公
立
短
大
運
営
交
付

金
�
社
会
教
育
事
業

�
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業

�
文
化
振
興
事
業

�
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業

�
地
域
づ
く
り
推
進
事
業

　 
に
ぎ
わ
い
の
魅
力
都
市

�
商
工
観
光
振
興
事
業

�
農
業
振
興
事
業

�
農
地
基
盤
整
備
事
業

�
畜
産
振
興
事
業

�
林
業
振
興
事
業

　 
そ
の
他

�
市
政
懇
談
会
の
実
施

　 
地
方
債
の
運
用

�
地
方
債
繰
上
償
還
の
実
施

平成２０年度はこんな事業に取り組みます 。

ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
事
業
の

恩
恵
を
実
感
で
き
る

情
報
通
信
基
盤
を
活
用
し
た

取
り
組
み
を
実
施
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道
路
網
の
充
実

　

安
全
確
保
や
危
険
箇
所
の
解
消
、

ま
た
交
通
量
等
を
勘
案
し
、
緊
急

度
・
優
先
度
の
高
い
路
線
か
ら
計

画
的
に
整
備
・
管
理
を
行
い
ま
す
。

公
共
交
通
網
の
充
実

　

新
見
市
地
域
公
共
交
通
会
議
で

の
合
意
を
踏
ま
え
、
市
営
バ
ス
と

乗
合
バ
ス
と
の
料
金
格
差
の
是
正

や
料
金
の
上
限
設
定
な
ど
に
よ
り

利
用
の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、

運
行
時
間
の
見
直
し
な
ど
を
行
い
、

利
便
性
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

上
水
道
・
下
水
道
の
充
実

　

市
民
生
活
の
重
要
な
基
盤
整
備

と
と
ら
え
、
市
内
全
域
へ
の
安
全

な
飲
料
水
の
安
定
供
給
を
目
指
し

維
持
管
理
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、

草
間
台
、
神
代
、
高
瀬
、
新
砥
、

荻
尾
お
よ
び
哲
西
の
各
簡
易
水
道

の
拡
張
・
改
良
を
行
い
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
高

尾
、
上
市
、
西
方
、
金
谷
地
区
の

工
事
の
完
了
を
急
ぐ
と
と
も
に
、

石
蟹
、
広
瀬
地
区
の
整
備
を
進
め

る
ほ
か
、
新
た
に
、
唐
松
・
長
屋

地
区
の
調
査
に
着
手
し
ま
す
。

　

農
業
集
落
排
水
事
業
に
つ
い
て

は
、
平
成　

年
度
か
ら
千
屋
地
区

２０

の
工
事
に
着
工
し
、
新
た
に
上
熊

谷
寺
元
地
区
の
小
規
模
排
水
処
理

施
設
整
備
事
業
に
着
手
し
ま
す
。

併
せ
て
集
合
処
理
計
画
区
域
外
に

お
い
て
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の

普
及
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

情
報
・
通
信
基
盤
の
充
実

　

事
業
所
へ
の
光
フ
ァ
イ
バ
ケ
ー

ブ
ル
の
敷
設
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
加
入
に
際

し
、
共
聴
組
合
の
負
担
軽
減
を
図

る
た
め
、
共
同
受
信
施
設
撤
去
経

費
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
を
創

設
す
る
ほ
か
、
専
用
チ
ャ
ン
ネ
ル

に
よ
る
行
政
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
放

送
を
開
始
し
ま
す
。

消
防
・
防
災
対
策
の
充
実

　

迅
速
な
消
火
活
動
を
行
う
た
め

の
防
火
水
槽
、
消
火
栓
な
ど
の
整

備
を
進
め
る
ほ
か
、
消
防
団
の
充

実
強
化
の
た
め
、
女
性
団
員
の
確

保
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
救
急
救

命
士
の
処
置
範
囲
の
拡
大
に
対
応

し
、
救
急
隊
員
の
専
門
的
な
知
識

と
技
術
の
向
上
を
図
る
た
め
の
研

修
を
実
施
す
る
ほ
か
、
県
か
ら
の

権
限
移
譲
に
伴
い
、
高
圧
ガ
ス
、

液
化
石
油
ガ
ス
施
設
の
許
可
・
検

査
業
務
を
市
に
お
い
て
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
次
救
命
処
置
に
有
効

な
自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ

Ｄ
）
を
、
公
共
施
設
へ
の
整
備
計

画
に
基
づ
き
、
新
た
に
中
学
校
３

校
へ
整
備
し
ま
す
。

環
境
対
策
の
充
実

　

環
境
保
全
の
た
め
の
河
川
水
、

大
気
、
振
動
、
騒
音
な
ど
の
定
期

的
な
調
査
や
ご
み
の
減
量
化
に
引

き
続
き
取
り
組
む
ほ
か
、「
新
見
市

処
理
セ
ン
タ
ー
」
の
見
学
の
実
施

な
ど
を
通
じ
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
意

識
の
向
上
な
ど
、
環
境
教
育
に
も

取
り
組
み
ま
す
。

保
健
・
医
療
の
充
実

　

や
さ
し
さ
の
健
康
都
市
の
実
現

に
向
け
た
具
体
的
施
策
と
し
て
策

定
し
た「
新
見
市
健
康
増
進
計
画
」

に
基
づ
き
、
市
民
の
健
康
づ
く
り

を
社
会
全
体
で
支
援
す
る
環
境
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。
生
活
習
慣

病
予
防
の
た
め
の
特
定
健
康
診
査

お
よ
び
特
定
保
健
指
導
を
実
施
す

る
ほ
か
、
新
た
な
医
療
制
度
で
あ

る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
円
滑

な
実
施
に
努
め
ま
す
。

　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し

て
い
た
健
診
業
務
に
つ
い
て
は
、

民
間
事
業
者
と
市
内
の
医
療
機
関

に
お
い
て
引
き
続
き
実
施
す
る
と

と
も
に
、
利
便
性
を
確
保
す
る
た

め
、
指
定
健
診
会
場
へ
の
バ
ス
に

よ
る
送
迎
を
充
実
し
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
環
境
の
充
実
と

子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
を
図
る

た
め
、
乳
幼
児
等
医
療
費
の
給
付

対
象
年
齢
を
小
学
校
６
年
生
ま
で

拡
大
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
健
康
意
識
を
高
め
、

運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
る
た
め
の

施
策
と
し
て
、
生
き
生
き
健
康
ア

ッ
プ
支
援
事
業
を
引
き
続
き
実
施

し
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
の
充
実

　

独
居
高
齢
者
世
帯
等
を
対
象
に
、

ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
事
業
で
整
備

し
た
告
知
放
送
機
器
を
活
用
し
て

緊
急
通
報
体
制
整
備
事
業
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
住
宅
改
造
助
成

事
業
や
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業

な
ど
、
高
齢
者
の
生
活
実
態
に
即

し
た
取
り
組
み
や
、
寝
た
き
り
状

態
に
あ
る
在
宅
高
齢
者
を
介
護
し

て
い
る
家
庭
へ
の
支
援
を
引
き
続

き
行
い
ま
す
。

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
桜
丘
荘
移
転

改
築
事
業
に
つ
い
て
は
、
用
地
選

定
が
完
了
し
た
た
め
、
平
成　

年
２０

度
で
設
計
に
着
手
し
ま
す
。

平成 ２０ 年度 施 政方針

う
る
お
い
の

「
環
境
都
市
」

「
環
境
都
市
」

自
然
と
調
和
し
安
全
か
つ

快
適
な
う
る
お
い
の
あ
る

環
境
都
市

や
さ
し
さ
の

「
健
康
都
市
」

「
健
康
都
市
」

共
に
支
え
合
う

や
さ
し
さ
の
あ
る

健
康
都
市
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介
護
保
険
事
業
の
充
実

　

高
齢
者
の
介
護
予
防
の
た
め
、

生
活
機
能
の
評
価
を
行
い
、
状
態

に
応
じ
た
介
護
予
防
事
業
を
実
施

し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
地
域
の
高

齢
者
へ
の
総
合
的
な
相
談
と
支
援

を
行
う
と
と
も
に
、
認
知
症
に
な

っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
展
開
す
る
た
め
、
認
知

症
の
人
と
そ
の
家
族
を
支
え
る
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
事
業
を
新

た
に
実
施
し
ま
す
。

児
童
福
祉
・
子
育
て
支
援
の
充
実

　

新
生
児
訪
問
で
は
発
見
で
き
な

い
母
子
関
係
や
乳
児
の
発
達
状
態

を
、
小
児
専
門
医
に
よ
る
早
め
の

診
察
に
よ
り
早
期
発
見
・
早
期
対

応
を
可
能
に
す
る
た
め
、
こ
れ
ま

で
の
健
康
診
査
に
加
え
、
新
た
に

「
４
か
月
児
健
康
診
査
」を
実
施
し

ま
す
。
ま
た
、
妊
婦
健
康
診
査
の

さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
た
め
、
無

料
健
診
の
回
数
を
、
新
た
に
歯
科

健
診
を
含
め
３
回
か
ら
６
回
に
拡

充
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
乳
幼
児
を
持
つ
親
子

の
交
流
や
育
児
相
談
の
場
を
提
供

す
る
子
育
て
支
援
事
業
の
実
施
、幼

児
ク
ラ
ブ
お
よ
び
認
可
外
保
育
所

へ
の
助
成
の
増
額
、
小
学
校
低
学
年

の
放
課
後
保
育
の
実
施
や
出
生
祝

い
金
制
度
の
実
施
な
ど
に
よ
り
、
安

心
し
て
子
育
て
が
出
来
る
環
境
整

備
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

障
害
者
福
祉
の
充
実

　

障
害
者
福
祉
施
策
の
推
進
に
向

け
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
務
め
ま

す
。
ま
た
、
地
域
で
の
障
害
者
の

暮
ら
し
を
支
援
す
る
た
め
、「
ほ
ほ

え
み
広
場
に
い
み
」
を
拠
点
に
、

家
庭
と
地
域
が
相
互
に
協
力
し
な

が
ら
、
相
談
支
援
や
交
流
事
業
等

を
通
じ
て
、
安
心
し
て
暮
ら
し
や

す
い
生
活
が
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

学
校
教
育
の
充
実

　

就
学
前
教
育
の
あ
り
方
を
見
直

し
、
幼
・
小
・
中
の
連
携
を
一
層

密
に
し
た
教
育
活
動
の
展
開
を
目

指
し
ま
す
。
特
に
地
域
の
子
育
て

支
援
と
就
学
前
幼
児
の
保
育
と
教

育
を
一
体
的
に
行
う
た
め
、「
認
定

こ
ど
も
園
」
を
開
園
し
ま
す
。
特

区
に
よ
る
英
語
教
育
の
導
入
で
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、
時
代
に
速
や

か
に
対
応
で
き
る
人
材
の
育
成
に

努
め
ま
す
。

　

ま
た
、「
教
育
支
援
員
」
の
増

員
に
よ
る
特
別
支
援
学
級
の
充
実
、

学
力
向
上
の
た
め
の
取
組
、
図
書

購
入
費
増
額
に
よ
る
学
校
図
書
の

充
実
の
ほ
か
、
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ

ル
事
業
を
活
用
し
た
小
・
中
学
生

向
け
の
教
育
番
組
の
放
送
を
新
た

に
実
施
し
ま
す
。

　

学
校
施
設
の
整
備
で
は
、
耐
震

診
断
を
年
次
的
に
実
施
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
、
本
年
度
は
思
誠
小

学
校
で
の
診
断
に
着
手
し
ま
す
。

ま
た
、
美
郷
中
学
校
と
井
倉
中
学

校
の
統
合
計
画
に
伴
い
移
転
す
る

「
新
見
南
中
学
校
」
建
設
工
事
に
着

工
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
特
別
支
援
学
級
在

籍
児
童
を
送
迎
す
る
保
護
者
の
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
、
送
迎
費
用

の
補
助
を
行
う
ほ
か
、
新
郷
中
学

校
の
廃
校
に
伴
い
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
を
導
入
し
ま
す
。

　

４
月
か
ら
公
立
大
学
法
人
と
な

る
新
見
公
立
短
期
大
学
に
つ
い
て

は
、
中
期
目
標
に
よ
る
管
理
と
適

正
な
実
績
評
価
に
よ
り
効
果
的
効

率
的
な
運
営
を
行
っ
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
看
護
、
介
護
お
よ
び

幼
児
教
育
に
関
す
る
専
門
知
識
と

技
能
を
備
え
た
人
材
の
育
成
を
通

じ
て
、
地
域
の
保
健
医
療
・
福
祉

の
増
進
と
幼
児
教
育
振
興
へ
の
貢

献
を
促
し
ま
す
。

生
涯
学
習
振
興
の
充
実

　

公
民
館
等
を
中
心
と
し
て
、
地

域
の
特
性
を
活
か
し
た
特
色
あ
る

学
習
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
推

進
し
ま
す
。

　

文
化
交
流
館
企
画
事
業
、
美
術

館
特
別
展
、
絵
画
教
室
等
に
つ
い

て
は
、
新
た
な
企
画
や
内
容
の
充

実
を
図
り
な
が
ら
引
き
続
き
実
施

し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
充
実

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の
実
現
に

向
け
て
、
各
種
団
体
へ
の
助
成
や

大
会
を
開
催
す
る
ほ
か
、「
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
の
ま
ち
新
見
」
と
し
て
さ

ら
に
飛
躍
す
る
た
め
、
小
学
生
を

対
象
と
し
た
全
国
規
模
の
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
招
致
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
懸
案
で
あ
っ
た
「
大
佐

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
」
の
早
期
完
成

を
目
指
す
と
と
も
に
、
完
成
記
念

行
事
と
し
て
記
念
植
栽
や
ス
ポ
ー

ツ
大
会
を
計
画
し
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
の
推
進

　

「
新
見
市
男
女
共
同
参
画
基
本

計
画
」
に
基
づ
き
、
各
種
審
議
会

委
員
へ
の
女
性
の
積
極
的
登
用
を

行
う
な
ど
、
意
思
決
定
を
行
う
場

へ
の
女
性
の
参
画
を
促
し
ま
す
。
ま

た
、
女
性
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
、
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ
の

積
極
的
な
活
用
、
男
女
共
同
参
画

か
が
や
き
の

「
文
化
都
市
」

「
文
化
都
市
」

文
化
の
継
承
・
創
造
と

交
流
で
人
が
育
ち

輝
き
の
あ
る
文
化
都
市



講
座
等
の
開
催
に
よ
り
、
市
民
全

体
へ
の
意
識
啓
発
を
行
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
事
業
の
充
実

　

地
域
づ
く
り
活
動
へ
の
支
援
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
性

を
活
か
し
た
地
域
密
着
型
の
事
業

が
実
施
で
き
る
よ
う
「
地
域
づ
く

り
支
援
交
付
金
」「
ま
ち
づ
く
り
推

進
事
業
補
助
金
」
に
よ
る
支
援
を

引
き
続
き
進
め
ま
す
。
ま
た
、
集

落
機
能
調
査
等
も
併
せ
て
実
施
し

ま
す
。

商
工
業
の
振
興

　

商
工
会
議
所
や
商
工
会
と
連
携

し
た
活
力
あ
る
企
業
の
育
成
や
、

中
小
企
業
大
学
校
研
修
事
業
の
活

用
に
よ
り
企
業
の
人
材
育
成
を
推

進
す
る
ほ
か
、
雇
用
の
場
の
確
保

の
た
め
の
企
業
誘
致
に
つ
い
て
も
、

引
き
続
き
積
極
的
に
取
り
組
み
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
と
と

も
に
、
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
事
業

の
整
備
に
よ
り
、
新
た
な
企
業
展

開
お
よ
び
起
業
家
の
育
成
を
促
進

し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
中
心
市
街
地
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、
住
民
組
織
と

連
携
し
な
が
ら
、
商
店
街
に
あ
る

旧
商
家
「
太
池
邸
」
を
地
域
活
性

化
拠
点
施
設
と
し
て
整
備
し
活
用

し
ま
す
。

観
光
の
振
興

　

新
見
市
観
光
協
会
等
関
係
機
関

と
連
携
を
図
り
、
市
内
観
光
施
設

と
、
千
屋
牛
に
代
表
さ
れ
る
地
域

の
特
色
あ
る
「
食
」
を
組
み
合
わ

せ
た
観
光
ル
ー
ト
を
確
立
し
、
Ｊ

Ｒ
や
県
内
外
の
観
光
関
係
機
関
へ

積
極
的
な
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
新
見
市
観
光
物
産
協
議
会
、

に
い
み
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

等
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
有
効
活
用

し
た
情
報
発
信
を
行
い
、
観
光
客

の
集
客
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
地
域
の
特
色
を
生

か
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
た
め
の

「
地
域
審
議
会
選
定
ふ
る
さ
と
観

光
振
興
事
業
」
や
「
新
見
ふ
る
さ

と
ま
つ
り
」「
新
見
庄
ロ
マ
ン
の
里

づ
く
り
事
業
」
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
内
容
の
見
直
し
を
行
い
な

が
ら
推
進
し
ま
す
。

農
業
の
振
興

　

ピ
オ
ー
ネ
や
ト
マ
ト
な
ど
の
特

産
物
の
生
産
拡
大
支
援
を
図
っ
て

い
ま
す
が
、
ふ
る
さ
と
特
産
物
育

成
対
策
事
業
な
ど
に
よ
り
積
極
的

な
支
援
を
行
い
、
品
質
向
上
に
よ

る
産
地
間
競
争
力
の
強
化
と
産
地

の
拡
大
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
担

い
手
不
足
、
農
地
の
荒
廃
化
と
い

う
大
き
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、

新
規
就
農
者
の
確
保
と
育
成
に
積

極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

農
地
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

県
営
事
業
で
進
め
て
い
る
中
山
間

地
域
総
合
整
備
事
業
の
早
期
完
成

を
積
極
的
に
働
き
か
け
、
営
農
拠

点
施
設
の
効
果
的
連
携
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
荒
廃
の
進
む
農
地
や

水
資
源
を
地
域
ぐ
る
み
で
保
全
す

る
「
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上

対
策
事
業
」
に
引
き
続
き
取
り
組

み
ま
す
。

畜
産
の
振
興

　

千
屋
牛
の
多
頭
化
と
協
業
化
に

よ
る
生
産
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、

草
地
林
地
一
体
的
利
用
整
備
事
業

を
活
用
し
た
企
業
的
経
営
を
推
進

し
、
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
千
屋
牛

の
増
頭
等
に
積
極
的
に
努
め
ま
す
。

林
業
の
振
興

　

新
見
市
森
林
整
備
計
画
に
基
づ

き
、
補
助
事
業
等
を
活
用
し
て
、

林
道
、
作
業
道
の
整
備
を
行
い
、

生
産
基
盤
の
充
実
を
図
る
ほ
か
、

森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金

に
よ
り
森
林
整
備
活
動
を
支
援
す

る
こ
と
で
、
森
林
の
荒
廃
防
止
と

森
林
の
持
つ
多
面
的
機
能
の
確
保

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成　

年
の
台
風
に
よ

１６

る
風
倒
木
被
害
に
つ
い
て
も
、
平

成　

年
度
中
の
事
業
完
了
を
目
指

２０
し
、
復
旧
作
業
を
行
い
ま
す
。

そ
の
他

　

例
年
行
っ
て
い
る
市
長
と
の
フ

リ
ー
ト
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
幅
広

い
年
代
の
み
な
さ
ん
と
意
見
交
換

を
行
う
と
い
う
観
点
か
ら
、
地
域

別
の
ほ
か
、
テ
ー
マ
別
や
年
代
別

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
で
引
き

続
き
実
施
し
ま
す
。

平成 ２０ 年度 施 政方針
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に
ぎ
わ
い
の

「
魅
力
都
市
」

「
魅
力
都
市
」

資
源
活
用
と
協
働
に
よ
る

活
力
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る

魅
力
都
市
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運賃値下げで、より身 近でより手軽に
中学生・高校生の移動を大き く サ ポ ート

①備北バスでは、これまで大人運賃だった中学生・高校生が、
半額で利用できるようになります。

　乗り継ぎをしない限り３００円以内でどこまででも行けます！

　新見駅から新見高校まで　１６０円→８０円
②さらに、大佐、神郷、哲多、哲西地域で運行している市営
バスの料金も、中学生・高校生は半額になります。

※高校生のみなさんが通学に利用する場合、通学定期をお求
めになると、もっとお得になります。

備北バス・市営バスとも

中学生・高校生

半額

新見市では、身近な公共交通手段を確保するため、備北バスに対し、その運行に必要な経費の一部を支援

しています。利用者が少ない場合、事業効果がないと判断し、市からの支援を打ち切らざるを得なくなり、

結果として運行が廃止となる可能性があります。

積極的にバスをご利用ください。

（料金表  単位：円）市営バス宮河内線も料金改正

備北バスに関するお問い合わせ�備北バス㈱本社 �０８６６-４８-９１１１・新見営業所 ��０６２５

市営バスに関するお問い合わせ�新見市生活環境課 ��６１２２
　　　　　　　　　　　　　　　各支局総務課　大佐��２１１１・神郷��６１１１・哲多��２１１１・哲西��２１１１

新見駅までの長
距離利用はもち
ろん、エスエス
センターや市役
所までの利用も
お安くなります

 す ！

市営バス宮河内線の料金のうち、備北バスと同じ料金で運行している

区間の料金を、備北バスの運賃値下げに併せ値下げします。
新見駅

１６０
渡辺
病院前

１６０１６０
新見
高校前

１６０１６０１６０市役所前

２４０→２１０１８０１６０１６０
エスエス
センター
前

２６０→２２０２１０→１９０１９０→１８０１６０１６０正田橋

３００→２４０２５０→２１０２３０→２００２００→１９０１６０１６０
河本
ダム前

３４０→２６０２９０→２３０２７０→２２０２４０→２１０１８０１６０１６０
宮河内
大野

４３０→３００３７０→２７０３５０→２６０３２０→２５０２６０→２２０２４０→２１０２００２００本郷
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備北バスの運賃の上限が　　　　に！６ ０ ０ 円

市内を走る備北バスの運賃は、どの路線でも上限が６００円となります。

これにより、これまで片道１,０００円以上かかっていた地域のみなさんも、乗り継

ぎをしない限り、６００円以内でどこまででも行くことができます。

たとえば．．．

新見駅から千屋温泉まで1,040円が�

600円（－440円）�
新見駅から満奇洞まで1,080円が�

600円（－480円）�

備北バスの運賃改正で近距離利用もお得に！

６００円上限運賃制の導入により、近距離の利用もお安くなります。

たとえば．．．

新
見
駅�

サ
ン
パ
ー
ク�

石
蟹�

長
屋�

唐
松�

例1：新見駅～唐松�

４６０�

３６０�

２６０�

１６０�

料
金�

停留所�

150円�
値下げ！�

70円�
値下げ！�

新見駅～唐松�

新見駅～石蟹�

新
見
駅�

横
見�

野
田�

矢
の
峰�

千
原�

例2：新見駅～千原�

４６０�

３６０�

２６０�

１６０�

料
金�

停留所�

160円�
値下げ！�

90円�
値下げ！�

新見駅～千原�

新見駅～野田�

現行�

改正後�

現行�

改正後�

その他の例（いずれも新見駅から）

　天原まで　　　７８０円→４９０円（－２９０円）
　草間支所まで　８１０円→５００円（－３１０円）
※なお、これまでと変わらない区間もあります。

市 内 の バ ス が 変 わり ま 
 ４月１日 から
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市
議
会
３
月
定
例
会
が
２
月　
２６

日
か
ら
３
月　

日
に
か
け
て
開
会

２１

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
提
出
さ
れ
た

議
案
は
、
平
成　

年
度
当
初
予
算

２０

　

件
、
平
成　

年
度
補
正
予
算　

１４

１９

１２

件
、条
例　

件
、そ
の
他　

件
、報

３２

１８

告（
専
決
）３
件
の
計　

件
で
、い

７９

ず
れ
も
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

 

補
正
予
算

■
一
般
会
計

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
９
億
３
’４
３
２
万
円
を

減
額
し
、
予
算
の
総
額
は
２
５
２

億
３
’８
３
５
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

▼
追
加
さ
れ
た
主
な
も
の

○
安
心
子
育
て
支
援
補
助
金
（
出

産
祝
金
）
の
増
額

…
…
…　

万
円

２９

○
温
泉
施
設
整
備
基
金
積
立
金

…
…
…
１
’４
９
７
万
円

▼
減
額
さ
れ
た
主
な
も
の

○
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
事
業
費
の

確
定
に
よ
る
減
額

…
…
…
２
億
７
’９
９
７
万
円

 

条
例
関
係

■
新
見
市
営
バ
ス
運
行
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
域
公
共
交
通
会
議
で
の
合
意

に
基
づ
き
、
中
学
生
へ
の
半
額
運

賃
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、
市
営

バ
ス
宮
河
内
線
本
郷
〜
新
見
駅
間

の
バ
ス
料
金
を
、
同
区
間
を
運
行

す
る
民
間
バ
ス
と
同
じ
料
金
と
す

る
た
め
、
条
例
の
一
部
が
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

■
新
見
市
診
療
所
施
設
整
備
基
金

条
例

　

新
見
市
診
療
所
の
施
設
お
よ
び

設
備
の
整
備
費
用
に
充
当
す
る
た

め
の
基
金
を
新
設
す
る
た
め
、
新

た
に
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

■
新
見
市
乳
幼
児
医
療
費
の
給
付

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
を
目

的
と
し
て
乳
幼
児
医
療
費
の
受
給

対
象
者
を
小
学
校
６
年
生
ま
で
拡

大
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

■
新
見
市
立
幼
稚
園
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

平
成　

年
度
か
ら
上
市
幼
稚
園

２０

を
、
北
部
エ
リ
ア
を
対
象
と
し
た

就
学
前
の
幼
児
教
育
・
保
育
を
一

体
的
に
行
う
と
と
も
に
、
地
域
に

お
け
る
子
育
て
支
援
機
能
を
併
せ

持
つ
「
認
定
こ
ど
も
園
」
と
す
る

た
め
、
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

■
新
見
市
学
術
交
流
セ
ン
タ
ー
条
例

　

市
民
の
様
々
な
教
育
研
究
活
動

と
産
官
学
連
携
交
流
の
場
と
し
て

平
成　

年
４
月
に
開
館
す
る
新
見

２０

市
学
術
交
流
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す

る
条
例
が
新
た
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

 

そ 

の 

他

■
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任
同
意

　

現
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

中
島
元
幸
氏
、
前
本
薫
氏
、
羽
場

秀
男
氏
を
再
び
委
員
に
選
任
す
る

こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

■
指
定
管
理
者
の
指
定

　

市
の
公
の
施
設
の
管
理
運
営
に

つ
い
て
、
次
の
施
設
の
指
定
管
理

者
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

・
新
見
市
集
会
施
設
３
か
所
、
新

見
市
哲
西
本
区
生
活
改
善
セ
ン

タ
ー
、
新
見
市
哲
西
高
野
簡
易

給
水
施
設
、
新
見
市
新
見
千
屋

温
泉
い
ぶ
き
の
里
、
新
見
市
哲

西
牧
水
二
本
松
公
園
、
新
見
市

哲
西
干
子
リ
ゾ
ー
ト
施
設
、
新

見
市
哲
西
野
部
農
産
加
工
場
、

新
見
市
学
術
交
流
セ
ン
タ
ー

議会�
レポート�

平成２０年３月定例会

新
見
市
乳
幼
児
医
療
費
の
給
付
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
な
ど
を
可
決

登下校、子どもを見守る地域の目
市民のみなさんの力をお貸しください！
　市民のみなさんが、登下校中の子どもたちを見守り、「おはよう」「お帰り」な

ど、声かけをしていただくことにより、子どもたちにとってさらに安全・安心な

地域環境を築きあげることができます。ご協力をよろしくお願いします。

■問い合わせ先　教育委員会学校教育課（��６１４６）
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平
成　

年
度
の
当
初
予
算
は
、
財
政
健
全
化
法
の
施
行
に
伴
い
地
方

２０

自
治
体
の
財
政
健
全
化
が
よ
り
一
層
求
め
ら
れ
て
い
る
中
、「
新
見
市
総

合
振
興
計
画
」、「
新
見
市
行
財
政
改
革
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
と
の
整
合

性
を
図
り
な
が
ら
、医
療
、福
祉
、教
育
の
分
野
を
中
心
に
、緊
急
性
・
必

要
性
の
高
い
施
策
を
重
点
的
に
予
算
化
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
施
策
と
し
て
は
、乳
幼
児
医
療
費
の
対
象
年
齢
の
引
き
上
げ（
小

学
校
６
年
生
ま
で
）、
妊
婦
・
乳
幼
児
健
診
の
拡
充
、
認
可
外
保
育
所
に

対
す
る
補
助
金
の
増
額
、
小
・
中
学
校
の
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
増

員
な
ど
、
子
育
て
支
援
を
中
心
に
、
市
民
生
活
に
直
結
し
た
分
野
に
重

点
を
置
い
て
い
ま
す
。ま
た
、
平
成　

年
度
は
、
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
事
業

２０

の
本
格
運
用
が
開
始
さ
れ
ま
す
。放
送
・
通
信
事
業
だ
け
で
は
な
く
、防

災
、
保
健
医
療
、
教
育
、
産
業
振
興
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
、ラ

ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
事
業
を
有
効
に
活
用
で
き
る
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

当初予算総額当初予算総額
���億����������万円
一般会計　２３１億８，１２７万円
特別会計　１３１億３，２４０万円

特別会計の予算額
２０年度予算額会計名

１億６,９８２万円診 療 所 特 別 会 計

６３７万円住宅新築資金等貸付特別会計

３５億６,６７１万円国民健康保険特別会計

３４億４４９万円介 護 保 険 特 別 会 計

４億８,７４１万円老人保健医療特別会計

４億９,４０５万円後期高齢者医療特別会計

１２億３,７２３万円簡易水道事業特別会計

２８億７,０８０万円下水道事業特別会計

２,９６７万円観 光 事 業 特 別 会 計

２０２万円豊永財産区特別会計

１７２万円萬歳財産区特別会計

１億８,６３０万円農業共済事業特別会計

６億７,５８１万円水 道 事 業 会 計

１３１億３,２４０万円特別会計合計

一般会計の予算額

歳入

市税�
34億2,950万円�
（14.8%）�

分担金および負担金 1億7,735万円（0.8%）�
使用料および手数料 2億5,723万円（1.1%）�

繰越金 1億円（0.4%）�
 諸収入 2億7,310万円（1.2%）�

地方譲与税 3億5,070万円（1.5%）�

株式等譲渡所得割交付金 1,110万円（0%）�

 地方消費税交付金 3億1,410万円（1.4%）�
ゴルフ場利用税交付金 140万円（0%）�

自動車取得税交付金 1億4,480万円（0.6%）�
地方特例交付金 1,960万円（0.1%）�

配当割交付金 1,710万円（0.1%）�
利子割交付金 2,000万円（0.1%）�

財産収入 1億658万円（0.5%）�
寄附金 43万円（0%）�

繰入金 7億5,143万円（3.2%）�

地方交付税 123億5,000万円（53.3%）�

市債�
25億4,000万円�
（11.0%）�

議会費 2億568万円（0.9%）�

総務費�
33億3,622万円（14.4%）�

民生費�
40億9,956万円（17.7%）�

衛生費�
15億6,162万円（6.7%）�

交通安全対策特別交付金�
1,000万円（0%）�

国庫支出金�
10億5,193万円（4.5%）�

県支出金�
12億5,492万円（5.4%）�

依存財源�
180億8,565万円（78%）�

自主財源�
50億9,562万円（22%）�

労働費�
4,454万円（0.2%）�

農林水産業費�
12億1,581万円（5.2%）�

商工費�
1億8,017万円（0.8%）�

土木費�
26億3,250万円（11.4%）�

教育費�
25億4,759万円（11.0%）�

公債費�
59億8,058万円（25.8%）�

諸支出金 5億5,116万円（2.4%）�

消防費�
7億9,584万円（3.4%）�

予備費 3,000万円（0.1%）�

　歳入については、市税は微減の３４億２,９５０万円、地方交付税については、
地方再生対策費の創設により１２３億５,０００万円、国庫支出金は、児童手当給付
費や障害者自立支援給付費の負担金など１０億５,１９３万円、県支出金は、後期
高齢者保険基盤安定事業などの負担金と、草地林地一体的総合整備事業な
どの補助金・委託金で１２億５,４９２万円、財源調整のための財政調整基金など
からの繰入金に７億５,１４３万円を計上しています。

歳出

　歳出については、主要施策であるラストワンマイル事業の有線放送サー
ビス基盤整備や一般的な行政事務管理などの総務費に３３億３,６２２万円、福祉
施策や医療の公費負担経費などの民生費に４０億９,９５６万円、母子保健や、ご
み・し尿処理などの衛生費に１５億６,１６２万円、中山間地域総合整備事業など
の農業振興、畜産業・林業振興などの農林水産業費に１２億１,５８１万円、道路
橋りょうの維持や改良・舗装、公園や市営住宅の管理経費などの土木費に２６
億３,２５０万円、学校教育や社会教育のための経費、新見南中学校建設事業な
どの教育費に２５億４,７５９万円などを計上しています。

■問い合わせ先　財政課（��６１６０）

平成２０年度
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新
見
市
は
、
平
成　

年
３
月

１７

　

日
の
合
併
か
ら
３
周
年
の
節

３１目
を
迎
え
ま
し
た
。
市
で
は
、

こ
れ
を
記
念
し
て
市
民
憲
章
お

よ
び
市
の
シ
ン
ボ
ル
を
制
定
し
、

３
月　

日
に
開
催
し
た
「
市
制

３０

３
周
年
記
念
式
典
」
に
お
い
て

発
表
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
制
定
に
際
し
て
は
、

平
成　

年　

月
か
ら
平
成　

年

１９

１２

２０

１
月
に
か
け
て
、
市
民
の
み
な

さ
ま
か
ら
意
見
募
集
を
行
う
と

と
も
に
、
募
集
案
の
作
成
か
ら
、

募
集
結
果
を
踏
ま
え
た
絞
り
込

み
の
作
業
な
ど
、「
ま
ち
づ
く

り
審
議
会
」
が
中
心
と
な
っ
て

白
熱
し
た
議
論
を
重
ね
た
う
え

で
決
定
に
至
り
ま
し
た
。

　

市
民
憲
章
は
、
リ
ズ
ム
感
の

あ
る
五
・
七
・
五
の
短
詩
調
で
、

文
頭
を
「
に
」・「
い
」・「
み
」

と
し
て
、
誰
で
も
覚
え
や
す
い

形
に
ま
と
め
て
お
り
、�
市
民

全
員
が
い
つ
も
笑
顔
の
絶
え
な

い
安
全
で
協
調
し
た
ま
ち
を
つ

く
り
、
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ

高
梁
川
源
流
の
自
然
・
伝
統
を

市民憲章・シンボルの制定について

市市
長長
室室
だだ
よよ
りり

守
り
な
が
ら
、
あ
ら
ゆ
る
分
野

に
お
い
て
大
き
な
志
を
持
ち
明

る
い
未
来
を
創
っ
て
い
こ
う
�

と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ま
の
心

の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
り
、
そ
し

て
親
し
み
を
持
っ
て
口
ず
さ
め

る
市
民
憲
章
で
あ
り
続
け
る
こ

と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
シ
ン
ボ
ル
は
、『
千

屋
牛
』、『
ア
テ
ツ
マ
ン
サ
ク
』、

『
ピ
オ
ー
ネ
』
に
決
ま
り
ま
し

た
。
ど
れ
も
、「
○
○
と
い
え

ば
新
見
」
と
い
っ
た
も
の
で
、

ま
さ
に
市
を
象
徴
す
る
に
ふ
さ

わ
し
い
も
の
と
な
り
、
今
後
、

こ
れ
ら
の
シ
ン
ボ
ル
を
最
大
限

活
用
し
、
市
民
の
み
な
さ
ま
と

手
を
携
え
て
、
ふ
る
さ
と
新
見

の
振
興
や
発
展
に
結
び
つ
け
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ま
に
は
、
今

後
と
も
市
政
の
発
展
、
推
進
に
、

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　新見市の新しい“市民憲章とシンボル”が決定し、３月３０日�に開催された

「市制３周年記念式典」において発表されました。

　わたしたちは、豊かな自然と

歴史と文化に育まれた郷土を

愛し、誇りと責任を持って、輝

く新見市を創るため市民憲章

を定めます。

●に  こにこと　ほほえみ集う　人のまち

●い  にしえの　心とロマン　伝えよう

●み  らいへと　光れ 振興　日本一

■問い合わせ先　企画課企画広報係（��６１１４）

千屋牛（ちやぎゅう） アテツマンサク ピオーネ

市民憲章・シンボル決定シ ンボル決定市民憲章・シンボル決定シ ンボル決定市民憲章・シ ンボル決定
みん なで 育 て

 よ う！

市 民 憲 章

シ ン ボ ル
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おめでとうございます

叙位叙勲

瑞
宝
双
光
章

　

元
新
見
市
立
塩
城
小
学
校
長
の
小
林
�
子
さ

ん
に
、
瑞
宝
双
光
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
林
さ
ん
は
、昭
和　

年
３
月
に
新
見
農
林
学

１２

校
を
卒
業
後
、阿
哲
郡
唐
松
尋
常
高
等
小
学
校
に

代
用
教
員
と
し
て
赴
任
さ
れ
、教
職
の
道
を
歩
み

始
め
ら
れ
ま
し
た
。途
中
、昭
和　

年
か
ら
昭
和　

１８

２１

年
ま
で
、兵
役
に
従
事
さ
れ
ま
し
た
が
、除
隊
後
も

旧
新
見
市
内
の
小
学
校
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和　

年
４
月
か
ら
新
見
市
立
実
小
学
校
の

４８

校
長
に
就
任
さ
れ
、
昭
和　

年
４
月
に
新
見
市
立

５４

塩
城
小
学
校
長
を
退
職
さ
れ
る
ま
で
、
永
年
に
わ

た
り
子
弟
教
育
に
尽
力
さ
れ
、
郷
土
の
教
育
の
発

展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

 
小  
林   
 
　   

子
   

さ
ん

こ 

ば
や
し 

ひ
ろ 

し

　
　
 
（
土
橋
・　

歳
）

８８

�����������������������������
�����������������������������
�����������������������������
�����������������������������
�����������������������������
�����������������������������
�����������������������������
�����������������������������
�����������������������������
�����������������������������
�����������������������������
�����������������������������
�����������������������������
�����������������������������
�����������������������������
�����������������������������
�����������������������������
�����������������������������
�����������������������������
�����������������������������
�����������������������������
�����������������������������
�����������������������������
�����������������������������
�����������������������������
�����������������������������
�����������������������������
�����������������������������
�����������������������������
�����������������������������
�����������������������������
�����������������������������
�����������������������������
�����������������������������
�����������������������������
�����������������������������
�����������������������������
�����������������������������

　新見市制３周年を祝し、併せて市内温泉施設の

利用促進と市民の健康増進を図るため、このたび

「無料券」を各世帯に２枚ずつ配布します。

　この券を利用すれば、新見千屋温泉いぶきの里、

神郷温泉、大佐風の湯温泉のいずれか１施設の入

浴料が無料となります。

　点線に沿って切り取ってご活用ください。

■有 効 期 限　平成２０年６月３０日�

■問い合わせ先　企画課（��６１１４）

点
線
で
切
り
取
っ
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。

新見千屋温泉いぶきの里
神郷温泉

大佐風の湯温泉 で使えます ！

祝市制 ３ 周年
温泉利用無料券を
ご利用ください

新見千屋温泉いぶきの里
神 郷 温 泉
大 佐 風 の 湯 温 泉

無　料　券
●有効期限  平成２０年６月３０日（月）

問い合わせ先　新見市企画課 ��６１１４

祝
市制 3 周年

新見千屋温泉いぶきの里
神 郷 温 泉
大 佐 風 の 湯 温 泉

無　料　券
●有効期限  平成２０年６月３０日（月）

問い合わせ先　新見市企画課 ��６１１４

祝
市制 3 周年

旭
日
単
光
章

　

元
大
佐
町
議
会
議
員
の
池
田
元
志
さ
ん

（
大
佐
田
治
部
）
に
、
旭
日
単
光
章
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　

池
田
さ
ん
は
、
昭
和　

年
３
月
に
大
佐
町

３４

議
会
議
員
に
初
当
選
し
、
昭
和　

年
４
月
ま

５８

で
、
３
期　

年
に
わ
た
り
情
熱
を
持
っ
て
町

１２

政
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　

大
佐
町
議
会
副
議
長
、
文
教
厚
生
常
任
委

員
会
委
員
長
、
産
業
建
設
常
任
委
員
会
委
員

長
な
ど
を
歴
任
し
、
特
に
教
育
環
境
の
充
実

や
産
業
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
、
旧
大
佐
町
の

発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

 
池  
田   
元 
志
   

さ
ん

い
け 

だ 

も
と 

し

　
　

（
大
佐
田
治
部
・　

歳
）

８８
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点
線
で
切
り
取
っ
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。

入浴される方は、どちらかに○印を
記入してください。

中学生以上　 小学生

入浴される方は、どちらかに○印を
記入してください。

中学生以上　 小学生

小学校6年生ま 
で延長 ！

乳幼児等医療費の無料化
　

平
成　

年
４
月
１
日
受
診
分
か
ら
、
乳
幼

２０

児
等
医
療
費
助
成
制
度
の
給
付
対
象
年
齢
を
、

小
学
校
１
年
生
修
了
ま
で
か
ら
�
小
学
校
６

年
生
修
了
ま
で
�
に
延
長
し
、
医
療
機
関
で

の
窓
口
負
担
を
無
料
と
し
ま
す
。

【
現
在
受
給
資
格
者
証
を
お
持
ち
の
人
】

　

記
載
さ
れ
て
い
る
有
効
期
限
ま
で
ご
使
用

く
だ
さ
い
。

【
受
給
資
格
者
証
を
お
持
ち
で
な
い
人
】

　

４
月
１
日
か
ら
、
市
民
課
医
療
支
援
係
お

よ
び
各
支
局
、
市
民
セ
ン
タ
ー
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

　

申
請
に
必
要
な
も
の 

　

①
対
象
児
童
の
健
康
保
険
証 

　

②
印
鑑

　

な
お
、
受
給
資
格
者
証
が
発
行
さ
れ
る
前

に
受
診
し
た
場
合
は
、
後
日
、
医
療
機
関
で

支
払
っ
た
領
収
書
を
添
付
し
て
申
請
す
る
こ

と
に
よ
り
、
払
い
戻
し
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
申
請
用
紙
は
、
市
民
課
医
療
支
援

係
お
よ
び
各
支
局
、
市
民
セ
ン
タ
ー
に
あ
り

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
医
療
支
援
係
（
�
�
６
１
３
０
）

対象の人は申請し てください！

　市では、ひとり暮らしや寝たきりの高齢者の安

全を図るため、火災警報器を給付していますので、

対象の人は申請してください。

　火災警報器を取り付けた後の申請は、受け付け

ることができませんので、必ず事前に申請してく

ださい。

■対象

・ひとり暮らしの高齢者で所得税非課税の人（６５

歳以上）

・寝たきりの高齢者（６５歳以上）がいる所得税非

課税世帯

■火災警報器の限度額　５,０００円

※限度額を超えた金額は自己負担となります。

■給付申請方法

　高齢者支援課、各支局市民福祉課、各市民セン

ターに備え付けの申請書に必要事項を記入のう

え、火災警報器の見積書とカタログを添付し提

出してください。

■問い合わせ先

　高齢者支援課長寿社会係（��６１２５）

火災警報器の給付
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手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

 

平
成　

年
度
下
半
期
の 

１９

 

介
護
状
況
報
告
書
の
提
出
は 

 

お
済
み
で
す
か
？

　

介
護
手
当
の
支
給
は
、
年
２
回
提
出
し
て
い

た
だ
く
介
護
状
況
報
告
に
基
づ
き
行
っ
て
い
ま

す
。
受
給
し
て
い
る
人
で
、
３
月
報
告
分
（　
１０

月
〜
３
月
）
の
介
護
状
況
報
告
書
を
ま
だ
提
出

し
て
い
な
い
人
は
、
３
月
に
お
送
り
し
て
い
る

介
護
状
況
報
告
書
を
、
４
月　

日
（
火
）
ま
で

１５

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

状
況
報
告
書
の
用
紙
が
無
い
場
合
は
、
高
齢

者
支
援
課
、
各
支
局
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー
・
連

絡
所
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

該
当
す
る
人
は 

支
給
申
請
を
し
ま
し
ょ
う

　

新
規
の
支
給
申
請
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
の
で
、
次
の
要
件
に
該
当
す
る
人
は
、
高
齢

者
支
援
課
、
各
支
局
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー
・
連

絡
所
に
備
え
付
け
の
、
介
護
手
当
支
給
申
請
書

に
民
生
委
員
の
証
明
書
を
添
付
し
て
、
高
齢
者

支
援
課
長
寿
社
会
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
支
給
要
件

　

市
内
に
住
所
を
有
し
、　

歳
以
上
で
３
か
月

６５

以
上
寝
た
き
り
や
認
知
症
の
状
態
に
あ
る
人

を
、
自
宅
で
３
か
月
以
上
介
護
し
て
い
る
人

※
３
か
月
が
経
過
し
た
日
か
ら
受
給
資
格
が
発

生
し
ま
す
が
、
申
請
日
が
そ
れ
以
降
の
場
合
は
、

申
請
日
か
ら
と
な
り
ま
す
。

■
支
給
額

【
月
額
】
１
万
円

※
支
給
は
上
・
下
半
期
の
年
２
回
提
出
し
て
い

た
だ
く
介
護
状
況
報
告
に
基
づ
い
て
行
い
ま
す
。

■問い合わせ先

　高齢者支援課長寿社会係

　（��６１２５）

　大佐支局市民福祉課

　（��２１１２）

　神郷支局市民福祉課

　（��６１１２）

　哲多支局市民福祉課

　（��２１１２）

　哲西支局市民福祉課

　（��２１１２）

4月から

介
護
手
当

国民健康保険税が変わりました。
　平成２０年４月から新たに創設された「後期高齢者医療制度」に伴い、国民健康保険

税も大きく制度改正が行われました。主な改正点は次の３点です。

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
は　

歳
未
満
に

７５

　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
（
被
保
険
者
）
は　

歳
未

７５

満
の
人
で
す
。　

歳（
一
定
の
障
害
が
あ
る
人
は　

歳
）

７５

６５

に
な
る
と
、
新
た
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す

る
こ
と
に
な
り
、
国
民
健
康
保
険
か
ら
は
外
れ
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
は
次
の
３
つ
に
よ
り
課
税

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
（
被
保
険
者
）

を
対
象
に

①
医
療
保
険
分

②
後
期
高
齢
者
医
療
支
援
分
（
新
設
）

③
介
護
保
険
分
（　

歳
〜　

歳
の
人
に
の
み
）

４０

６４

　

３
つ
の
合
計
額
が
、
国
民
健
康
保
険
税
と
し
て
国
保

主
（
世
帯
主
）
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

歳
以
上
の
国
保
世
帯
主
の
保
険
税
は
年
金 

６５か
ら
の
特
別
徴
収（
天
引
き
）に

　

国
保
世
帯
主
を
含
む
国
保
に
加
入
し
て
い
る
世
帯
員

全
員
が　

歳
か
ら　

歳
未
満
で
、
次
の
２
つ
の
条
件
を

６５

７５

満
た
す
場
合
、
国
民
健
康
保
険
税
は
国
保
世
帯
主
の
年

金
か
ら
特
別
徴
収
（
天
引
き
）
と
な
り
ま
す
。（
※
新

見
市
で
は　

月
か
ら
）

１０

●
年
金
の
年
額
が　

万
円
以
上
の
場
合

１８

●
介
護
保
険
料
と
国
民
健
康
保
険
税
の
合
計
額
が
、
年

金
支
給
額
の
２
分
の
１
を
超
え
な
い
場
合

※
こ
れ
ら
以
外
の
場
合
は
、
今
ま
で
ど
お
り
の
納
付
と

な
り
ま
す
。

な
お
、
税
率
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
決
定
次
第
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
市
民
税
係
（
�
�
６
１
１
７
）
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国保人間ド ッ ク
受診希望者を受け付けています。

【
前
立
腺
検
査
（
男
性
の
み
）】

　

６
３
０
円

【
婦
人
科
検
診
（
女
性
の
み
）】

　

１
’５
７
５
円

■
対
象

　

新
見
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る　

歳
か
ら　

歳
の
被

４０

７４

保
険
者

※
年
度
内
に　

歳
か
ら　

歳
の
年

４０

７４

齢
に
達
す
る
人
。
な
お
、
年
度
途

中
で　

歳
に
な
る
人
は
、
後
期
高

７５

齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
と
な

る
た
め
、
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

※　

歳
以
上
の
人
、　

歳
以
下
の

７５

３９

人
に
つ
い
て
は
、
市
が
実
施
す
る

基
本
健
康
診
査
を
受
診
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■
受
診
期
日　

６
月
以
降

※
後
日
、
医
療
機
関
か
ら
受
診
日

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
申
込
期
限　

４
月　

日
�

３０

※
当
日
消
印
の
も
の
ま
で

■
そ
の
他

　

平
成　

年
度
か
ら
、　

歳
〜　

２０

４０

７４

歳
の
人
を
対
象
に
、「
特
定
健
康

診
査
」
が
始
ま
り
ま
す
。

　

①
短
期
人
間
ド
ッ
ク
、
ま
た
は

③
脳
＋
短
期
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診

す
る
人
は
、
特
定
健
康
診
査
を
受

診
し
た
も
の
と
し
ま
す
。

　

血
液
検
査
、
胸
お
よ
び
胃

レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
、
尿
・
便

検
査
な
ど

■
場
所

　

渡
辺
病
院
、

　

倉
敷
平
成
病
院

■
自
己
負
担　

８
’１
９
０
円

　

新
見
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
被

保
険
者
を
対
象
と
し
て
、
平
成　

年
２０

度
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
希
望
を
受
け

付
け
ま
す
。

　

次
の
①
〜
③
コ
ー
ス
か
ら
お
選
び

く
だ
さ
い

各
コ
ー
ス
に
男
性
は
前
立
腺

検
査
、
女
性
は
婦
人
科
検
診

を
、
次
の
料
金
で
追
加
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

国保人間ドック応募ハガキ記入例

 

①
短
期
人
間
ド
ッ
ク

　

脳
の
断
層
撮
影
の
み

■
場
所

　

渡
辺
病
院
、

　

倉
敷
平
成
病
院

■
自
己
負
担　

６
’３
０
０
円

 

②
脳
ド
ッ
ク

　

①
と
②
を
合
わ
せ
た
も
の

■
場
所

　

渡
辺
病
院
、

　

倉
敷
平
成
病
院

■
自
己
負
担

　

１
５
’７
５
０
円

 

③
脳
＋
短
期
人
間
ド
ッ
ク

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
７
１
８
�
８
５
０
１　

新

見
市
新
見
３
１
０
�
３

　

新
見
市
役
所
市
民
課
国
保
年

金
係
（
�
�
６
１
２
３
）

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
、
受

け
付
け
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

受
診
を
希
望
す
る
人
は
、
ハ
ガ
キ
に
被
保
険
者
番
号
・
住

所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
・
希
望
す
る
コ
ー
ス
の

番
号
と
病
院
名
を
記
入
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

前
立
腺
検
査
、
婦
人
科
検
診
を
希
望
す
る
人
は
、
前
立
腺
希

望
、
婦
人
科
希
望
と
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ド
ッ
ク
を
希
望
す
る
人
が
２
人
以
上
の
場
合
は
、
１
枚
の

ハ
ガ
キ
に
２
人
以
上
を
連
記
で
き
ま
す
。
必
ず
す
べ
て
の
項

目
に
つ
い
て
、
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

○被保険者番号

○住所

○氏名

○生年月日

○電話番号

○希望するコース・病院名

○その他
　（実施日の希望等）
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おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽ににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。お気軽にご利用ください。
新見市学術交流センター新見市学術交流センター

新見公立短期大学敷地内にオープン新見公立短期大学敷地内にオープン！！
　

利
用
時
間
が
決
定
し
ま
し
た
！

新
見
市
学
術
交
流
セ
ン
タ
ー

■
休
館
日

・
毎
週
水
曜
日
、
祝
日

・
年
末
年
始
（　

月　

日
〜
１
月
４
日
）

１２

２８

■
開
館
時
間　
　

時
〜　

時

１０

１８

※
研
修
室
等
の
利
用
は
、
延
長
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

■
主
な
施
設
と
利
用
料

【
図
書
館
】
無
料

【
研
修
室
】
１
時
間　
　

２
０
０
円

【
交
流
ホ
ー
ル
】

　
　
　
　
　

１
時
間 

１
’５
０
０
円

※
冷
暖
房
使
用
時
は
料
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

　

親
子
で
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
！

に
い
み
子
育
て
カ
レ
ッ
ジ

■
場
所

　

新
見
市
学
術
交
流
セ
ン
タ
ー

　

３
階
研
修
室

■
開
設
日　

毎
週
金
・
土
曜
日

■
開
設
時
間　
　

時
〜　

時

１０

１６

■
対
象　

乳
幼
児
と
保
護
者

■
内
容

　

専
任
保
育
士
が
サ
ポ
ー
ト
し
、
親
子
の
交
流

を
図
り
ま
す
。
子
育
て
を
大
学
、
地
域
、
行
政

が
応
援
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
公
立
短
期
大
学
（
�
�
０
６
３
４
）

被
害
者
の
保
護
内
容
を
拡
充

Ｄ
Ｖ
防
止
法
改
正

　

配
偶
者
暴
力
防
止
法
（
Ｄ
Ｖ
防

止
法
）
が
改
正
さ
れ
、
裁
判
所
に

よ
る
保
護
命
令
な
ど
の
内
容
が
拡

充
さ
れ
ま
し
た
。
改
正
ポ
イ
ン
ト

は
次
の
と
お
り
で
す
。

Ｄ
Ｖ
と
は
？

Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・

バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
と
は
、
配

偶
者
や
恋
人
な
ど
に
よ
る
身

体
的
、
精
神
的
、
社
会
的
、

経
済
的
、
性
的
暴
力
の
こ
と

で
す
。

■
脅
迫
も
対
象
に

　

配
偶
者
か
ら
、
生
命
ま
た
は
身

体
に
対
す
る
『
脅
迫
』
を
受
け
た

被
害
者
に
つ
い
て
も
、
保
護
命
令

を
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

■
禁
止
命
令
対
象
の
拡
大

　

被
害
者
へ
の
接
近
禁
止
命
令
と

併
せ
て
、
配
偶
者
等
か
ら
被
害
者

へ
の
次
の
よ
う
な
行
為
に
対
し
て

も
、
禁
止
命
令
を
出
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

・
面
会
を
要
求
す
る
こ
と

・
行
動
を
監
視
し
て
い
る
と
思
わ

せ
る
こ
と
を
告
げ
る
こ
と

・
著
し
く
粗
野
、
乱
暴
な
言
動

・
無
言
電
話
、
連
続
し
て
の
電
話
、

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
電
子
メ
ー
ル

・
夜
間（　

時
か
ら
６
時
）の
電
話

２２

　

こ
の
ほ
か
、汚
物
、動
物
の
死
体

な
ど
、著
し
く
不
快
・
嫌
悪
を
感
じ

さ
せ
る
物
の
送
付
、名
誉
を
害
す

る
よ
う
な
こ
と
を
告
げ
る
こ
と
、

性
的
羞
恥
心
を
害
す
る
よ
う
な
こ

と
を
告
げ
た
り
、そ
の
よ
う
な
文

書
・
図
面
を
送
付
す
る
こ
と
な
ど

も
、禁
止
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

■
被
害
者
親
族
へ
の
接
近
も
禁
止

　

被
害
者
の
親
族
等
へ
の
接
近
禁

止
命
令
も
発
令
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。（
被
害

者
の
親
族
等
の
同
意
が
あ
る
場
合

に
限
り
、
被
害
者
の
申
し
立
て
に

よ
り
、
被
害
者
と
併
せ
て
親
族
等

へ
の
接
近
禁
止
命
令
を
出
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
課
企
画
広
報
係

　

（
�
�
６
１
１
４
）

　

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ

　

（
�
�
６
１
５
９
）
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　告知放送機器の故障に関するお問い合
わせは、「光シティサポートセンター」まで、
お気軽にお電話ください。�

光シティサポートセンター�
0120-964-761（通話料無料）�
【受付時間】10:00～18:00

①ＯＮＵ�
（通信用光変換器）�

②ルーター�
（通信伝送中継装置）�

③告知放送機器�

点灯�

点灯�

点灯�

点灯�

放送中は�
点滅します�

放送中は早�
い点滅にな�
ります�

音
量
調
整�

サービス加
入等の状況
により、点
灯状態が異
なります。�

放送が録音され
ている場合は点
灯になります。�

オー    エヌ    ユー�

お待たせしました！
４月から告知放送での“お知らせ”“お知らせ”が
　　　　　　　　　　始まっています。　市では、各家庭に光ファイバを接続する「ラストワンマ

イル事業」を進めています。

　４月１日から、防災行政無線受信機に代わり、“告知放

送機器”によるお知らせを開始しています。

　みなさんのお宅へ①ＯＮＵ、②ルーター、③告知放送機

器の３種類の機器が設置されている場合は、必ずそれぞ

れの機器に電源を入れていただきますようお願いします。

電源を入れて機器や回線状態が正常な場合、午前８時、正

午、午後６時に時報（チャイム）が流れます。

　機器の取り扱いや機能については、今月の市報に合わ

せてお送りしているチラシをご覧ください。

ラ ス トワ ン マ イ ル事業

電源を入れた時の正常な状態

機器に電源を入れた時の正常な状態は次のとおりです。これ以外の場合は、お手数ですが

「光シティサポートセンター」までご連絡ください。

告知放送を聞くにあたっての注意点

　告知放送を聞くためには、市が実施する光ファイバの引き込み工事を完了している必要があります。

　なお、光ファイバの引き込み工事が完了した後に、光ファイバや機器等を移設（撤去）する場合は、移

設等の費用が必要になりますのでご了承ください。光ファイバの引き込み工事がまだの場合は、情報政策

課または最寄りの支局総務課までご連絡ください。

■問い合わせ先　情報政策課管理係（��３１５４）

　　　　　　　　大佐支局総務課（��２１１１）　神郷支局総務課（��６１１１）

　　　　　　　　哲多支局総務課（��２１１１）　哲西支局総務課（��２１１１）

新
見
市
か
ら
の

　

お
知
ら
せ
で
す
。
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も し も の 時のために
ご活用ください

新見市緊急通報事業
　市では、４月から、ラストワンマイル事業で整備した告知放送機器を利用した「緊急通報事

業」を開始しています。急病等の緊急時に告知放送機器のボタンを押せば、あらかじめ登録し

ている協力員へ、音声放送とメール送信により緊急事態を知らせることができます。

　利用を希望する人は、高齢者支援課、各支局市民福祉課へお申込みください。

Ａさんから�
緊急通報です。�

Ａさんから�
緊急通報です。�

Ａさんから�
緊急通報です。�

Ａさんから�
緊急通報です。�

Ａさんから�
緊急通報です。�

Ａさんから�
緊急通報です。�

光ファイバ�
ネットワーク�

告知放送機器の緊急ボタンを押す�

状況確認および救急・消防・�
親族等への連絡等の必要な�
措置�

利用者に急病等�
の緊急事態発生�

告知放送機器を利用した緊急通報�

親族等の携帯電話へメール送信�

近隣の協力員宅へ緊急放送�

　

利
用
対
象
者

　

市
内
に
居
住
し
、
住
居
に
告
知
放
送
機
器
が
設
置
さ
れ
て
い
る
人
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
、
ま
た
は
そ
の
人
と
生
計
を
一
に
す
る
世

帯
員

●　

歳
以
上
の
高
齢
者

６５
●
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

所
持
者

●
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
る
場
合

　

通
報
方
法

①
音
声
放
送　

近
隣
の
協
力
員
宅
へ
、音
声
で
一
斉
放
送（
最
大
５
件
ま
で
登
録
可
）

②
メ
ー
ル
送
信　

親
族
等
の
協
力
員
の
携
帯
電
話
へ
、
メ
ー
ル
を
一
斉
送

信
（
最
大
５
件
ま
で
登
録
可
）

　

協
力
員
と
は

　

協
力
員
は
、
緊
急
時
に
迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
を
図
る
た
め
の
近
隣
住

民
等
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　

音
声
放
送
に
よ
る
協
力
員
は
、
原
則
と
し
て
、
す
ぐ
に
確
認
に
行
く
こ

と
が
で
き
る
近
隣
の
人
に
限
り
ま
す
。
な
お
、
利
用
申
請
の
際
に
は
、
協

力
員
の
承
諾
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■問い合わせ先

　高齢者支援課長寿社会係（��６１２５）

　大佐支局市民福祉課（��２１１２）

　神郷支局市民福祉課（��６１１２）

　哲多支局市民福祉課（��２１１２）

　哲西支局市民福祉課（��２１１２）

　今後も装置の貸与は継続できますので、

引き続きご利用いただけます。ただし、次

の点にご注意ください。

�新しい緊急通報事業と両方を利用するこ

とができます。

�使用および保守管理（故障時の修理や通

報先の変更等も含む）に係る費用は、す

べて利用者の負担となります。

�回線をＩＰ電話に変更しても利用できます。

�不要となった場合は、届出のうえご返却

ください。

平成２０年３月３１日まで、従来の緊急通報装
置の貸与を受けて利用している人について
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なく し まし ょ う ！

　

イ
ノ
シ
シ
や
サ
ル
な
ど
の
有

害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
が

増
加
し
、
深
刻
な
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
農
作
物
へ
の
被
害

を
防
止
す
る
た
め
、
防
護
柵
・

捕
獲
柵
の
設
置
費
用
の
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。
希
望
す
る
人

は
、
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
助
成
条
件
な
ど
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

農
作
物
被
害
防
止
柵
設
置
事
業

■
助
成
条
件

・
３
戸
以
上
で
の
設
置

・
２
０
０
メ
ー
ト
ル
以
上
で
の

設
置

■
助
成
額

　

次
の
基
本
補
助
対
象
額
の
２

分
の
１
以
内

○
基
本
補
助
対
象
額
（
１
メ
ー

ト
ル
）

転　用

転用 目 的

 
農
地
転
用
手
続

　

農
地
に
家
を
建
て
た
り
、
資
材

置
き
場
、
駐
車
場
な
ど
に
転
用
し

た
り
す
る
場
合
は
、
許
可
後
で
な

け
れ
ば
工
事
な
ど
に
着
手
で
き
ま

せ
ん
。

　

自
分
が
利
用
す
る
場
合
だ
け
で

な
く
、
転
用
目
的
で
売
っ
た
り
、

貸
し
た
り
す
る
場
合
や
や
む
を
得

な
い
事
情
で
一
時
的
に
農
地
以
外

に
す
る
場
合
も
同
様
の
扱
い
と
な

り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
最
近
、
無
許
可
で

農
地
を
露
天
資
材
置
き
場
、
駐
車

場
、
プ
レ
ハ
ブ
事
務
所
に
転
用
す

る
な
ど
の
悪
質
な
事
例
が
見
受
け

ら
れ
ま
す
。

　

農
地
の
無
断
転
用
や
転
用
目
的

違
反
（
許
可
申
請
目
的
以
外
の
利

用
）
が
あ
る
と
、
厳
し
い
是
正
措

置
や
罰
則
を
受
け
る
ほ
か
、
工
事

の
中
止
や
農
地
へ
の
復
元
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
近
隣
の
人
と

の
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に
も
な
り
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
避
け
る
た

め
、
農
地
の
転
用
を
計
画
す
る
と

き
は
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　

（
�
�
６
１
０
６
）

 
農
業
振
興
地
域
変
更
申
請
の 

 
締
切
は
５
月
末
と　

月
末

１１

　

農
業
振
興
地
域
の
農
用
地
区
域

に
指
定
さ
れ
て
い
る
農
地
は
、
法

律
に
よ
り
、
原
則
と
し
て
農
業
以

外
の
用
途
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
や
む
を
得
ず
農
地
を

宅
地
等
に
転
用
す
る
場
合
は
、
農

地
転
用
の
手
続
き
よ
り
も
先
に
、

農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
手
続
き

を
行
う
こ
と
が
法
律
で
決
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

計
画
変
更
に
は
日
数
が
か
か
り

ま
す
の
で
、
事
業
計
画
に
は
余
裕

を
も
っ
て
、
早
め
に
除
外
申
出
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
土
地
条
件
等
に
よ
り
、

除
外
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
課
農
業
畜
産
振
興
係

　

（
�
�
６
１
３
３
）

　

大
佐
支
局
経
済
建
設
課
産
業
係

　

（
�
�
２
１
１
３
）

　

神
郷
支
局
経
済
建
設
課
産
業
係

　

（
�
�
６
１
１
３
）

　

哲
多
支
局
経
済
建
設
課
産
業
係

　

（
�
�
２
１
１
３
）

　

哲
西
支
局
経
済
建
設
課
産
業
係

　

（
�
�
２
１
１
３
）

イ
ノ
シ
シ

イ
ノ
シ
シ
か
ら

　
　
　

農
作
物
を
守
る

・
ト
タ
ン
柵　
　

５
０
０
円

・
電
気
柵　
　
　

２
５
０
円

■
必
要
書
類

　

申
請
書
、
位
置
図
、
切
絵
図

等
（
農
地
の
位
置
、
柵
の
範

囲
が
わ
か
る
も
の
）、
防
護

柵
の
領
収
書
・
納
品
書
の
写

し
（
設
置
後
）

■
受
付
期
限　

７
月　

日
�

３１

野
猪
捕
獲
柵
設
置
事
業

■
助
成
条
件

・
３
戸
以
上
で
の
設
置

・
設
置
し
た
捕
獲
柵
を
適
正
に

管
理
す
る
に
当
た
り
、
有
害

鳥
獣
駆
除
班
班
長
お
よ
び
管

理
責
任
者
の
署
名
、
押
印
が

必
要

・
捕
獲
柵
設
置
は
、
地
域
の
み

な
さ
ん
に
よ
る
作
業
と
な
り

ま
す
。

※
事
前
申
請
を
原
則
と
し
ま
す
。

■
助
成
額

　

捕
獲
柵
設
置
に
係
る
経
費
の

３
分
の
２
以
内（
上
限
あ
り
）

■
必
要
書
類

　

申
請
書
、
位
置
図

■
受
付
期
限　

７
月　

日
�

３１

農地　  違 反反
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　「犬の登録」と「狂犬病予防注射」は、狂犬病

予防法により、飼い主に義務づけられています。

　市では、４月８日�から５月２３日�にかけて、

「狂犬病予防注射」の市内巡回を実施します。３月

１３日までに犬の登録を済ませている飼い主の人に

は、予防接種の日程表をお送りしていますので、

お近くの会場で狂犬病予防注射を必ず受けてくだ

さい。

　なお、犬の登録がまだの人は、この機会に登録

を済ませてください。登録手数料は３,０００円です。

■対象　生後９１日以上の犬

■注射料金　２,８００円

※狂犬病予防注射済票交付手数料を含む

■会場での注意点

○犬のフンは飼い主の人が後始末をしてください。

○犬同士の喧嘩および逃走等の事故については、

市は責任を持てませんので、犬を制御できる人が

連れてきてください。

■問い合わせ先

　生活環境課環境保全係（��６１２４）

　大佐支局市民福祉課（��２１１２）

　神郷支局市民福祉課（��６１１２）

　哲多支局市民福祉課（��２１１２）

　哲西支局市民福祉課（��２１１２）

狂犬病予防注射日程
対象地区時　間期　日

金谷、新見、高尾９：００～１２：２０４月８日（火）

草間、土橋、豊永、足見、正田９：３０～１５：３５４月９日（水）

哲多９：３０～１４：４０４月１０日（木）

哲多９：００～１１：５０４月１１日（金）

哲西９：００～１１：４５４月１５日（火）

哲西９：００～１２：３０４月１６日（水）

菅生、熊谷９：１０～１２：１０４月１８日（金）

千屋、坂本、上市、西方９：３０～１２：２５４月２２日（火）

大佐９：３０～１２：１０４月２３日（水）

神郷、足立９：３０～１２：１５４月２４日（木）

長屋、井倉、法曽、唐松、石蟹９：００～１４：１５４月２５日（金）

大佐９：３０～１１：３０５月１５日（木）

神郷９：３０～１２：０５５月１６日（金）

新見、金谷、高尾、上市、西方９：００～１１：３０５月１８日（日）

哲西９：００～１１：３０５月２０日（火）

井倉、草間、豊永９：１０～１１：３０５月２１日（水）

千屋、坂本、菅生、熊谷、唐松、正田９：２０～１１：５５５月２２日（木）

哲多９：００～１２：１０５月２３日（金）

③諮問�

吋答申�

①変更申出�
（5月・11月）�

⑪変更通知�
（概ね半年後）�

③事前協議�

②現地調査�

②現地調査�

④回答�

農
業
会
議�

農
業
委
員
会�

申
　
請
　
者�

岡
　
山
　
県�

市�
陰申請書�
　提出�

⑤許可書�
　交付�

⑧協議調整�

⑨同意�

⑤協議会意見聴取�
⑥公告縦覧　30日間�
⑦異議申出　15日間�
⑩計画変更公告縦覧�

申
　
出
　
者�

農 地 転 用 手 続 き �

農業振興地域変更手続き�

【爆音器】
●使用にあたっては、あ
らかじめ近隣の了解を
得るようにしましょう。
●早朝や夜間など、迷惑
がかかる恐れのある時
間帯には、極力使用を
控えましょう。

【電気柵】
●人が容易に立ち入らな
い場所に設置するなど、
学童等通行人の安全
を考慮した設置をしま
しょう。
●人が電気柵の設置に
気が付くよう、適当な
間隔で注意喚起の看
板を設置しましょう。

鳥獣害防止施設の

適正使用について
■
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
課
（
�
�
６
１
３
４
）

　

大
佐
支
局
経
済
建
設
課
産
業
係
（
�
�
２
１
１
３
）

　

神
郷
支
局
経
済
建
設
課
産
業
係
（
�
�
６
１
１
３
）

　

哲
多
支
局
経
済
建
設
課
産
業
係
（
�
�
２
１
１
３
）

　

哲
西
支
局
経
済
建
設
課
産
業
係
（
�
�
２
１
１
３
）

　

各
市
民
セ
ン
タ
ー

犬の狂犬病
予防注射

※なお、会場と時間の詳細については、３月１３日時点で犬
の登録をされている飼い主の人にお送りした日程表をご
確認いただくか、生活環境課までお問い合わせください。
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あ
な
た
の

確
認
で
き
ま
す

資
産
の
評
価
を

　

納
税
者
が
、
自
分
の
資
産
を
他

の
土
地
や
家
屋
の
評
価
と
比
較
す

る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
評
価
額
が

適
正
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る

「
土
地
・
家
屋
評
価
格
等
縦
覧
制

度
」
と
、
課
税
台
帳
を
納
税
義
務

者
本
人
に
加
え
、
借
地
・
借
家
人

も
自
分
が
借
り
て
い
る
物
件
に
つ

い
て
確
認
で
き
る
「
課
税
台
帳
閲

覧
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

土
地
・
家
屋
評
価
格
等
の
縦
覧

■
縦
覧
期
間

　

４
月
１
日
�
〜　

日
�

３０

　

８
時　

分
〜　

時　

分

３０

１７

１５

※
閉
庁
日
を
除
く

■
縦
覧
場
所

　

税
務
課
資
産
税
係
、
各
支
局

■
縦
覧
で
き
る
人

　

納
税
義
務
者
（
所
有
者
）、
納

税
管
理
人

■
縦
覧
手
数
料　

無
料

■
注
意
点

・
自
分
の
土
地
以
外
も
縦
覧
で
き

ま
す
が
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護

の
た
め
、
所
有
者
な
ど
の
問
い

合
わ
せ
に
は
応
じ
ら
れ
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

・
所
有
者
な
ど
の
登
記
情
報
は
、

所
管
の
法
務
局
で
閲
覧
し
て
く

だ
さ
い
。

・
目
的
外
の
用
途
に
使
用
さ
れ
る

恐
れ
が
あ
る
た
め
、
縦
覧
帳
簿

の
コ
ピ
ー
な
ど
は
で
き
ま
せ
ん
。

課

税

台

帳

の

閲

覧

■
閲
覧
期
間

　

４
月
１
日
�
〜

　

８
時　

分
〜　

時　

分

３０

１７

１５

※
閉
庁
日
を
除
く

■
閲
覧
場
所

　

税
務
課
資
産
税
係
、
各
支
局

組織機構組織機構が

た。

主　な　業　務　電話番号係部　課

地域情報化、庁内LAN管理など��６１１５情報政策係

総務企画部

　情報政策課
行政放送の企画・制作など

��３１５４
放送広報係

ラストワンマイル事業、情報通信ネットワークの管理など管理係

戸籍、住民票、印鑑登録、住民基本台帳カード、パスポート、外国人
登録、各種証明など��６１２１市民係

市民生活部

　市民課
国民健康保険、国民年金、後期高齢者医療など��６１２３国保年金係

地域医療、老人・障害者・乳幼児・ひとり親家庭等医療費など��６１３０医療支援係

母子保健事業、各種検診、予防接種、栄養教室、愛育委員会など

��６１２９

親子保健係

市民生活部

　健康づくり課
特定健診、特定保健指導、介護予防事業、各種検診など健康づくり係

障害者地域生活支援事業、難病及び感染症、栄養教室、健康増進施設
など健康支援係

会計経理など
��４４５５

経理係経済部

　農業共済課 農作物・畑作物・果樹・園芸施設・家畜共済の手続、損害評価など事業係

教育委員会会議、教育庶務、学校施設の目的外使用など��６１４５庶務係教育委員会

　教育総務課 学校施設の建築・修繕、学校教育財産の管理、学校再編の推進など��６２１４施設係

　老人保健法の改正や新しい行政需要、重点的な行政課題に的確かつ

積極的に対応するため、４月１日から、市役所内組織の効率的・効

果的な機構整備を行いました。主な内容は、次のとおりです。

�ラストワンマイル事業で構築した情報通信基盤を活用した行政放送の業務やネットワー

クの管理を行うため、情報政策課に放送広報係、管理係を新設しました。 

�地域医療に総合的に対処するため、市民課に医療支援係を新設しました。

�健康管理センターを閉所しました。新見公立短期大学は、公立大学法人となりました。

■問い合わせ先　財政課（��６１６０）

�
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■
閲
覧
で
き
る
人

　

納
税
義
務
者
（
所
有
者
）、
納

税
管
理
人
、
借
地
・
借
家
人
、

納
税
義
務
者
（
所
有
者
）
お
よ

び
納
税
管
理
人
か
ら
閲
覧
に
関

し
て
委
任
を
受
け
て
い
る
人

（
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
委

任
状
や
同
意
書
な
ど
が
必
要
で

す
）。

※
本
人
確
認
の
た
め
、
身
分
証
明

書
、
納
税
通
知
書
な
ど
、
本
人
と

確
認
で
き
る
も
の
と
印
鑑
が
必
要

で
す
。
借
地
・
借
家
人
は
、
賃
貸

契
約
書
な
ど
の
賃
貸
関
係
を
証
明

で
き
る
書
類
が
必
要
で
す
。

■
閲
覧
手
数
料

　

４
月
１
日
�
〜　

日
�
は
無
料

３０

で
す
が
、
そ
れ
以
後
は
納
税
義
務

者
１
人
に
つ
き
３
０
０
円
が
必
要

で
す
。
コ
ピ
ー
料
金
は
、
１
枚　
２０

円
で
す
。

　

な
お
、
自
己
資
産
に
つ
い
て
は
、

納
税
通
知
書
に
添
付
さ
れ
て
い
る

「
固
定
資
産
税
（
土
地
・
家
屋
）

課
税
明
細
書
」
で
課
税
内
容
（
所

在
地
、
地
目
・
構
造
、
地
積
・
床

面
積
、
評
価
額
、
課
税
標
準
額
）

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
資
産
税
係

　

（
�
�
６
１
１
７
）

市役所の 組織機構
 変わり まし 

　口座振替を利用すると、自動的に指定する口

座から納付されるのでとても便利です。

■取扱金融機関

　中国銀行、備北信用金庫、トマト銀行、山陰

合同銀行、　阿新農業協同組合、ゆうちょ銀

行（郵便局）

■申込方法

　預金口座のある取扱金融機関などの窓口でお

申し込みください。

【申し込みに必要なもの】

○申込用紙（市内各金融機関、市役所本庁・各

支局に備え付けてあります。）

○納税通知書（納付書）、預金通帳、通帳の届

出印

■問い合わせ先

　税務課収税係（��６１１６）

期別税の種別納期限

１期固定資産税・都市計画税４月３０日�

全期軽自動車税６月２日�

１期市県民税６月３０日�

２期
１期

固定資産税・都市計画税
国民健康保険税

７月３１日�

２期
２期

市県民税
国民健康保険税

９月１日�

３期国民健康保険税９月３０日�

３期
４期

市県民税
国民健康保険税

１０月３１日�

５期国民健康保険税１２月１日�

３期
６期

固定資産税・都市計画税
国民健康保険税

１２月２５日�

４期
７期

市県民税
国民健康保険税

２月２日�

４期 
８期

固定資産税・都市計画税
国民健康保険税

３月２日�

平成２０年度　市税納期一覧

市 税の 納 付 は
便利な口座振替で

（ ）「担当窓口」
が変わりました
県の事務・権限が市に移譲

　４月１日から、事務・権限の一部

が県から新見市に移譲され、事務の

担当窓口が変わりました。

新見市消防本部に移譲された事務

○液化石油ガスの保安確保および取

引の適正化に関する事務

○高圧ガス保安法に関する事務

■問い合わせ先

　新見市消防本部予防課（��２１１９）



市報にいみ 第３７号
April 2008 22

住宅団地分譲中
新見市土地開発公社では、小岸住宅団地・西方郷原住宅団地を分譲しています。

【
生
ゴ
ミ
処
理
容
器
】

　
　

万
円
を
上
限
と
し
、
購
入
経
費
（
消
費
税
を
除
く
）

１０の
２
分
の
１
相
当
額

※
県
産
材
を
利
用
し
た
場
合
、
最
高　

万
円
ま
で
の
岡
山

５０

県
の
助
成
制
度
も
あ
り
ま
す
。

■
募
集
要
領
の
配
布

　

新
見
市
土
地
開
発
公
社
（
市
役
所
総
務
課
内
）
お
よ
び

各
支
局
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
：
//w
w
w
.city

.n
iim
i.o
k
a
y
a
m
a
.jp

）
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

新
見
市
土
地
開
発
公
社
で
は
、
小
岸
住
宅
団
地
・
西
方

郷
原
住
宅
団
地
を
分
譲
し
て
い
ま
す
。

■
受
付

　

随
時
受
け
付
け
て
お
り
、
先
着
順
と
な
り
ま
す
。

■
応
募
方
法

　

所
定
の
申
込
用
紙
に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

　

分
譲
代
金
は
、
契
約
締
結
時
に
２
割
を
内
金
と
し
て
入

金
し
、
契
約
後
、
公
社
の
指
定
し
た
日
ま
で
に
残
金
を

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
補
助
金
額

【
新
見
産
乾
燥
材
利
用
住
宅
】

　
　

万
円
（
１
７
５
平
方
メ
ー
ト
ル
）
を
上
限
と
し
、
床

７０面
積
１
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
４
千
円
の
定
額
補
助

■
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
市
土
地
開
発
公
社

　

（
市
役
所
総
務
課
内
�
�
６
１
２
８
）

分譲面積および分譲価格

緑地�
①� 済� 済�

済�済�済�

済� 済�

済�

済�済�済�

⑩�

⑤�

⑮�
済�済�

済�

済�

⑲�

西方郷原住宅団地

価格（円）
地積区画

番号 坪�

１３,２３３,０００９６.６３１９.３１�

１３,８３５,０００９４.６３１２.７３�

１５,７５７,０００１０６.６３５２.３４�

１５,２３９,０００１０１.９３３６.９８�

１３,８７７,０００９２.８３０６.８７�

１４,８５７,０００９９.４３２８.５３�

■団地概要

【分 譲 地】　新見市西方２１４０－２外

【交通機関】　ＪＲ新見駅　　　　約２.３キロ

【教育施設】　・高西幼稚園　　　約０.８キロ

　　　　　　　・西方小学校　　　約０.４キロ

　　　　　　　・新見第一中学校　約１.５キロ

【上 下 水】　各区画まで配管済

■分譲区画数　６区画

■応募資格

　市内外を問わず、自ら居住する住居を必要としている

人で、分譲後１０年以内に住宅の建設を完了できる人



23 市報にいみ 第３７号April 2008

■団地概要

【分 譲 地】　新見市新見４５９－７外

【交通機関】　ＪＲ新見駅　　　　約２.５キロ

【教育施設】　・新見幼稚園　　　約１.０キロ

　　　　　　　・思誠小学校　　　約０.８キロ

　　　　　　　・新見第一中学校　約３.５キロ

【上 下 水】　各区画まで配管済

■分譲区画数　５区画

■応募資格

　市内外を問わず、自ら居住する住居を必要と

している人で、分譲後５年以内に木造住宅の

建設を完了できる人

小 岸 住 宅 団 地

�

新見高校�
●�

分
譲
地�

コンビニ�
●�

消防署�
●�市役所�

　●�

警察署�
●�

木
谷
川�

至米子�

至岡山�

　　●�
まなび広場�
にいみ�

国
道
１
８
０
号�

市道�

木
谷
川�

①�

②�

③�

④�

済�

済�

⑦�

済�

現地案内図 分譲面積および分譲価格

価格（円）
地積区画

番号 坪�

１５,３０９,０００８１.４２６９.２４�

１５,２８６,０００８１.３２６８.９１�

１５,０２２,０００８０.０２６４.４６�

１４,８２０,０００７８.８２６０.６５�

１４,７８６,０００７８.６２５９.７１�

市

有

財

産

の

競

売

　

市
有
財
産
の
競
売
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
な
お
、
入
札
に

は
こ
の
他
に
必
要
な
案
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
「
入
札
案
内
書
」

を
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

■
処
分
す
る
物
件

【
所
在
】
新
見
市
大
佐
上
刑
部
８
６
０
�
１

【
地
目
】
保
安
林

【
面
積
】
約　

・
３　

１４

ha

【
処
分
対
象
物
件
】
市
有
林
立
木
（
列
状
に
よ
る
収
入
間
伐
）

■
処
分
の
方
法

　

一
般
競
争
入
札
を
行
い
ま
す
。

■
入
札
方
法
お
よ
び
条
件
等

・
新
見
市
契
約
規
則
の
定
め
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

・
そ
の
他
、
現
状
の
ま
ま
で
引
き
渡
し
ま
す
。
引
渡
後
は
い
か
な
る

事
態
に
も
市
は
一
切
の
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

■
入
札
保
証
金

　

入
札
金
額
の
５
％
以
上
を
、
入
札
前
の
受
付
時
に
納
付
し
て
く
だ

さ
い
。

■
売
買
代
金
の
納
入

　

落
札
者
は
、
契
約
締
結
時
に
売
買
代
金
の　

％
を
内
金
と
し
て
納

１０

入
し
、
契
約
後　

日
以
内
に
残
金
を
完
納
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

３０

■
入
札
日
時
・
場
所

【
入
札
日
】
４
月　

日
�

１６

【
受
付
開
始
】　

時　

【
入
札
開
始
】　

時　

分

１３

１３

３０

【
場
所
】
ふ
れ
あ
い
会
館
２
階
会
議
室
（
市
役
所
食
堂
２
階
）

■
物
件
の
現
場
説
明

【
日
時
】
４
月
８
日
�　
　

時　

分

１３

３０

【
集
合
場
所
】
新
見
市
役
所

■
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
管
財
係
（
�
�
６
１
２
８
）
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ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

提案＆お便りの送り方

�今月号で配布した専用用
紙またはハガキに、①提
案②住所③氏名④年齢⑤
電話番号を書いてお送り
ください。
�専用用紙は、折りたたむ
と封書になります。切手
をはらずにポストに入れ
てください。（来年の３
月末まで使用できます）
�ファックス、電子メール
でも受け付けていますの
でご利用ください。

送 付 先

〒７１８-８５０１
新見市新見３１０-３
新見市役所企画課
「提案＆お便り」係
�FAX 72-6243
�電子メール
　idea@city.niimi.
　　　 　　okayama.jp

は
、
用
紙
下
の
匿
名
希
望
の
欄
の
「
は

い
」
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
住
所
、
氏
名
の
記
入
が
な
い

も
の
は
「
市
報
に
い
み
」
に
掲
載
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

み
な
さ
ん
か
ら
の
お
便
り
で
つ
く

る
「
提
案
＆
お
便
り
」
コ
ー
ナ

ー
で
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
の
提
案
や
市
政
に
つ
い
て

の
ア
イ
デ
ア
、
意
見
・
要
望
な
ど
を
お

寄
せ
い
た
だ
き
、
一
部
を
こ
の
コ
ー
ナ

ー
で
紹
介
し
ま
す
。
日
頃
の
く
ら
し
の

中
で
、
思
う
こ
と
や
気
づ
い
た
こ
と
な

ど
何
で
も
結
構
で
す
。
お
気
軽
に
お
便

り
く
だ
さ
い
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
も
の
に
つ
い
て

は
、
市
長
か
ら
回
答
し
ま
す
の
で
、
住

所
、氏
名
は
必
ず
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

「
市
報
に
い
み
」
に
掲
載
す
る
場
合
は
、

匿
名
の
扱
い
も
可
能
で
す
。
そ
の
場
合

人
の
子
ど
も
で
も
人
の
道
に
外

れ
た
行
為
を
目
に
し
た
と
き
は

叱
っ
て
い
ま
し
た
。
弱
い
人
に

手
を
差
し
伸
べ
た
り
、
子
ど
も

の
視
線
に
立
っ
て
も
の
を
見
た

り
、
気
遣
い
と
か
思
い
や
り
と

か
、
大
人
が
子
ど
も
の
手
本
に

な
る
よ
う
な
姿
を
見
せ
る
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

幸
い
わ
が
家
に
は
多
く
の
人

が
来
て
く
だ
さ
り
、
友
人
に
も

恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、

日
々
生
か
さ
れ
て
い
る
感
謝
の

気
持
ち
と
、
自
己
主
張
ば
か
り

で
は
な
く
、「
人
を
た
て
な
い
と

自
分
は
た
た
な
い
」
の
信
念
の

基
に
、
健
全
な
家
庭
づ
く
り
に

努
め
、
心
豊
か
な
地
域
づ
く
り

の
た
め
に
、
微
力
な
が
ら
協
力

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

父
は
入
院
生
活
中
、
長
女
は

県
外
へ
就
職
、
現
在
は
夫
婦
２

人
と
子
ど
も
３
人
の
５
人
で
生

活
し
て
い
ま
す
。
私
は
神
社
に

　

年
、
整
体
士
と
し
て　

年
働

３０

２０

い
て
き
ま
し
た
。

　

神
職
と
し
て
地
域
を
巡
る
た

び
に
、
戸
数
が
減
り
１
人
暮
ら

し
の
方
が
増
え
て
い
る
こ
と
に

気
付
く
と
と
も
に
、
認
知
症
の

方
も
見
受
け
ら
れ
、
ま
こ
と
に

心
が
痛
み
ま
す
。
こ
う
し
た
状

況
の
中
で
、「
お
互
い
に
助
け
合

っ
て
い
く
」
日
本
人
古
来
の
心

が
今
こ
そ
見
直
さ
れ
る
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。
今
の
世
の
中
は

ス
ト
レ
ス
が
多
く
、
大
人
も
子

ど
も
も
心
に
ゆ
と
り
が
な
い
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。
見
て
見
ぬ

ふ
り
を
し
た
り
、
自
分
さ
え
良

け
れ
ば
、
と
い
っ
た
風
潮
も
み

ら
れ
ま
す
。
昔
の
大
人
は
、
他

『絆・ゆとり・思いやり』

 小  倉   貞 範   さん

お ぐら さだ のり

［上熊谷］52歳
岩山神社宮司、整体士
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南 か ら

北

か

ら

第　

通
３７

Across
  Borders

国境を�
　こえて�

 安  部   公 順   さん（６８歳）

あ べ きみ のぶ

埼玉県和光市
（哲西町矢田出身）

最
近
は
、
ち
ょ
っ

と
面
白
い
京
都
の

「
光
野
菜
」
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

折
々
帰
る
哲
西
の
田
舎
は
、
こ
の
間
に

す
っ
か
り
変
わ
り
ま
し
た
。
ワ
ラ
草
履
で

通
っ
た
小
学
校
の
思
い
出
な
ど
遠
い
昔
話
、
全

国
ど
こ
の
田
舎
に
行
っ
て
も
車
社
会
、
ハ
イ
テ

ク
社
会
で
ゆ
と
り
の
あ
る
文
化
生
活
ぶ
り
は
、
都
会

住
民
を
は
る
か
に
し
の
ぐ
程
で
す
。
世
界
の
バ
イ
オ

リ
ン
の
半
分
を
作
る
と
い
う
中
国
の
寒
村
の
話
が
あ

り
ま
す
が
、
日
本
で
も
、
産
業
を
う
ま
く
地
方
へ
分

散
し
て
過
疎
化
が
止
ま
れ
ば
、
我
が
故
郷
も
本
当
に

豊
か
で
住
み
や
す
い
町
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ

そ
う
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

甲
府
盆
地
の
春
は
、
強
い
空
っ
風
が
毎
日
の
よ

う
に
吹
き
ま
く
っ
て
、
温
暖
な
山
あ
い
の
哲

西
町
で
育
っ
た
者
に
と
っ
て
は
、
と
て
も
人
の
住
め

る
所
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
の
風
と
砂
ぼ
こ
り
で
し
た
。

東
城
高
校
を
卒
業
し
て
か
ら
、
１
年
の
浪
人
ま
で
し

て
は
る
ば
る
や
っ
て
来
た
未
知
の
関
東
地
方
。
古
び

た
学
生
寮
の
部
屋
で
田
舎
か
ら
送
っ
た
布
団
袋
と 
行 

こ
う

 
李 
を
ほ
ど
き
な
が
ら
、
感
慨
深
く
異
国
の
空
気
を
感

りじ
た
の
は
１
９
５
９
年
（
昭
和　

年
）
の
３
月
の
終

３４

わ
り
頃
で
し
た
。

　

醗
酵
学
科
と
い
う
ワ
イ
ン
や
酒
類
の
専
門
学
科
に

入
っ
た
お
陰
で
、
以
後
い
ろ
い
ろ
な
食
品
業
界
の
仕

事
で
も
う　

年
近
く
に
な
り
ま
す
。
特
に
豆
腐
な
ど
、

５０

大
豆
食
品
の
機
械
や
設
備
を
手
掛
け
て
き
ま
し
た
。

★

ニ
コ
ー
ル 
シ
ー
メ
ン
ス
さ
ん

カ
ナ
ダ
・
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア

州
バ
ン
ク
ー
バ
ー
出
身

上
市
小
、
正
田
小
、
明
新
小
、
西
方
小
、

千
屋
小
、
萬
歳
小
学
校
に
勤
務

　Hi there! My name is Nicole Siemens and I am from 
Vancouver, British Columbia.  British Columbia is on the 
West Coast of Canada, right next to Washington State in the 
US (everyone knows Washington State - the home of the 
Seattle Mariners and Ichiro!).  In Canada, baseball isn't all that 
popular, but ice hockey rules our hearts.  My favourite team 
is the Vancouver Canucks!
　People are always asking me if it snows a lot in Canada, 
and it is true, it does. In my father's hometown, it starts 
snowing in October and the snow doesn't stop until about 
May.  It gets so high that sometimes it buries your house!  In 
Vancouver, however, the weather is much more mild.  It 
rarely snows in the winter, although sometime we get more 
rain than we would like.  Don't worry if you miss the snow 
though, as there are a lot of local mountains to go sledding, 
skiing, or boarding on.  In fact, Whistler / Blackcomb, one of 
the most famous ski resorts in North America, is only a couple 
hours away.  The highway to get to Whistler is called “The 
Sea to Sky highway” because of its beautiful vistas.  
Actually, in only 2 more years, Vancouver and Whistler will 
be hosting the winter Olympics.
　Vancouver is a fairly large city of about one million people, 
and it has many beaches and parks to play in.  And much like 
Niimi, we have beautiful mountain views to enjoy.  That's 
one of the things about Niimi that always makes me feel at 
home!

　こんにちは！バンクーバー出身のニコール シーメンスで
す。ブリティッシュコロンビア州のバンクーバーはカナダの
西海岸にある都市で、アメリカのワシントン州シアトル（シ
アトルマリナーズとイチローで有名）の隣に位置していま
す。カナダでは野球よりアイスホッケーの人気が高く、
人々の心を掴んでいます。私のお気に入りのチームはバ
ンクーバーカナックスです！
　いつも“カナダは雪が多い？”と尋ねられますが、そのと
おりです。父の故郷では、１０月から５月まで雪が降り続き、
家が埋まるくらいになるそうです。でも、バンクーバーの
気候は穏やかです。冬でも雪はめったに降らず、雨ばかり。
雪が恋しくなったら、山に行けばソリ、スキー、スノーボ
ードが楽しめます。ほんの２～３時間で、北米で最も有名
なスキーリゾート地のウィスラーやブラッコムに行くこと
ができます。ウィスラーへと続く高速道路は、その美しい
眺めから“海から空へ向かうハイウェイ”と呼ばれています。
２年後には、バンクーバーとウィスラーで冬季オリンピッ
クが開催されます。
　バンクーバーは人口１００万人の大きな都市で、たくさん
の浜辺や公園があり、新見と同様、きれいな山々の景色
を望むことができます。新見の景色は、いつも私にふる里
を思い起こさせてくれるのです。
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市内在住の外国人と
友情を深める
◆国際交流ふれあいデイ

　３月１６日、新見市憩いとふれあいの公園で「国際

交流ふれあいデイ」が開催されました。これは新見

市国際交流協会が、市内在住の外国人と市民との友

情を深める目的で毎年開催しているもので、今回は

グラウンドゴルフでの交流が行われ、７０人が参加し

ました。新見市グラウンドゴルフ協会員の指導の

下、１４組のグループに分かれ、８つのコースを２ラ

ウンド回るルールで競技が行われました。参加し

た人たちは身振り手振りを交えながらコースを回

り、珍プレーや好プレーなどが飛び出すたびに、歓

声や笑い声があがっていました。

新見第一中学校美術部員が
デザイン
◆ラストワンマイル事業啓発看板設置

　３月13日、ラストワンマイル事業を啓発する

看板が、新見第一中学校に隣接する“一中サブ

センター”（通信用機器の拠点施設）前に設置

され、除幕式が行われました。看板には、一中

の美術部内で選ばれた 那  須  晶  子 さんの作品が採
な す あき こ

用されたのもで、光ファイバによる情報通信網

を活用する住民の姿が、明るく鮮やかな色彩で

描かれています。式典では柴田副市長のあいさ

つに続き、ソフトバンクテレコム新見現場事務

所長の 三  好  憲  二 氏から、イラスト作成用のパソ
み よし けん じ

コンソフトが美術部へ贈られました。

市内の医療体制などに
ついて意見を交換
◆地域医療研修会

　３月１６日、まなび広場にいみで「地域医療研修

会」が開催されました。全国的な医師不足などで

深刻化する地域医療の現状や課題ついて考える機

会として、新見市や新見医師会などが開催したも

ので、医療関係者や市民ら約７００人が参加しまし

た。日本医学会会長で自治医科大学学長の 高  久  史 
たか く ふみ

 麿 氏による「これからの地域医療」と題した講演
まろ

のほか、新見市での地域医療をテーマとしたパネ

ルディスカッションが行われました。市内の医療

体制の現状や今後の方向性などについて意見が交

わされ、住民・医療関係者・行政が課題を共有で

きる催しとなりました。
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女性落語家が講演
◆男女共同参画社会づくりフォーラム

　３月２日、まなび広場にいみで「男女共同参画社会づ

くりフォーラム」が催され、２５０人が参加しました。“気

づいた時が第一歩！～夢 あきらめていませんか？～”を

テーマとした今回のフォーラムでは、 露 の 都 さん（日本
つゆ みやこ

で第１号の女性落語家）による講演が行われました。こ

の中で露の都さんは、男社会だった落語の世界で、女性

落語家として奮闘してきたこと、私生活では再婚して６

人の母親であることなどを面白おかしく紹介。会場から

は笑い声が絶えませんでした。また、講演後は特技の

“南京玉すだれ”の見事な腕前を披露しました。

日頃の練習の成果を発揮
◆大佐文化協会発表会

　３月１５日・１６日の両日、大佐文化協会が主催

する「大佐文化協会発表会」が、風広場おおさ

で開催され、期間中、絵画、書道、写真、俳句、

短歌、ちぎり絵、山野草、華道、児童生徒書き

初めなどの作品が展示されました。また、１６日

の午後からは、大正琴、日本舞踊、詩吟、神楽、

歌謡、民謡、軽音楽などの演目を披露する音楽

芸能発表が催され、出演者は日頃の練習の成果

を存分に発揮していました。知り合いのステー

ジを見るために会場を訪れた人たちからは、盛

んに拍手が送られていました。
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ココココココココココララララララララララムムムムムムムムムムコラム 花粉症対策をしていますか？

　

花
粉
症
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
植
物
の
花
粉
が
鼻

や
目
か
ら
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
、�
く
し
ゃ
み
、

鼻
水
、
鼻
づ
ま
り
、
目
の
か
ゆ
み
�
な
ど
が
起

こ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
で
す
。

　

主
な
症
状
は
目
と
鼻
に
あ
ら
わ
れ
ま
す
が
、

頭
痛
、
喉
の
痛
み
、
倦
怠
感
、
イ
ラ
イ
ラ
感
、

集
中
力
の
低
下
な
ど
を
と
も
な
う
こ
と
も
あ
る

た
め
、
風
邪
と
間
違
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

花
粉
症
予
防　

か
条

１０

①
外
出
時
に
は
マ
ス
ク
と
メ
ガ
ネ
を
忘
れ
ず
に

・
厚
手
の
マ
ス
ク
や
大
き
め
の
メ
ガ
ネ
が
効
果
的

で
す
。で
き
れ
ば
帽
子
も
か
ぶ
り
、花
粉
が
目

や
鼻
に
入
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

②
家
に
入
る
前
に
服
を
は
た
い
て

・
家
の
中
に
花
粉
を
持
ち
込
ま
な
い
よ
う
に
、

家
に
入
る
前
に
は
髪
や
服
に
つ
い
た
花
粉
を

よ
く
は
た
き
ま
し
ょ
う
。
う
が
い
、
洗
眼
も

忘
れ
ず
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
花
粉
の
多
い
日
は
窓
を
閉
め
る

・
室
内
に
花
粉
を
入
れ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

空
気
清
浄
機
の
利
用
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

④
雑
草
に
も
要
注
意

・
雑
草
も
花
粉
症
の
原
因
と
な
る
場
合
が
あ
る

の
で
、
花
の
咲
か
な
い
う
ち
に
除
草
し
ま
し

ょ
う
。
花
の
咲
い
て
い
る
雑
草
に
は
近
づ
か

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

吸
い
込
む
花
粉
の
量
を
少
し
で
も

減
ら
す
よ
う
に
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
花
粉
情
報
に
注
目

・
天
気
や
風
に
よ
っ
て
、
花
粉
の
飛
ぶ
量
は
変

わ
り
ま
す
。
量
の
多
い
日
は
外
出
を
ひ
か
え

ま
し
ょ
う
。

⑥
風
邪
を
ひ
か
な
い
よ
う
に

・
風
邪
を
ひ
く
と
鼻
の
粘
膜
が
弱
り
、
症
状
を

悪
化
さ
せ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

⑦
気
温
の
変
化
に
気
を
つ
け
て

・
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
人
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た

気
温
の
変
化
で
体
調
を
く
ず
し
ま
す
。
冷
暖

房
の
効
き
す
ぎ
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

⑧
吸
い
過
ぎ
、
飲
み
過
ぎ
は
禁
物

・
タ
バ
コ
の
煙
は
鼻
の
粘
膜
を
刺
激
し
、
ア
ル

コ
ー
ル
は
血
管
を
拡
張
さ
せ
る
の
で
、
症
状

を
悪
化
さ
せ
ま
す
。
な
る
べ
く
控
え
ま
し
ょ

う
。

⑨
掃
除
は
花
粉
の
少
な
い
朝
の
う
ち
に

・
午
後
は
花
粉
が
多
い
の
で
、
窓
の
開
け
閉
め

を
少
な
く
し
、
室
内
に
入
っ
た
花
粉
は
、
ま

き
上
げ
な
い
よ
う
に
雑
巾
や
モ
ッ
プ
で
拭
い

て
取
り
除
き
ま
し
ょ
う
。

⑩
布
団
、
洗
濯
物
は
よ
く
は
た
い
て

・
花
粉
が
多
そ
う
な
日
は
、
洗
濯
物
は
外
に
干

さ
ず
、
乾
燥
機
を
使
っ
た
り
、
室
内
に
干
し

ま
し
ょ
う
。
外
に
干
し
た
場
合
は
、
掃
除
機

で
花
粉
を
取
り
除
い
て
か
ら
取
り
込
み
ま
し

ょ
う
。

　

花
粉
症
は
、
花
粉
を
吸
入
す
る
こ
と
が
直
接

の
原
因
で
す
が
、
目
や
鼻
だ
け
で
は
な
く
、
自

律
神
経
も
過
敏
に
な
り
、
気
温
の
変
化
や
肉
体

的
、
精
神
的
な
過
労
が
き
っ
か
け
で
症
状
が
で

や
す
く
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
日
頃
か
ら
規
則
正
し
い
生
活
を

心
が
け
る
こ
と
に
よ
り
体
調
を
良
く
し
、
ス
ト

レ
ス
を
た
め
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

な
お
、
花
粉
症
の
症
状
は
、
予
防
薬
の
内
服

で
症
状
が
軽
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
他
の

治
療
法
も
あ
る
の
で
、�
花
粉
症
か
な
�
と
思

っ
た
ら
、
早
め
に
専
門
医
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
課
（
�
�
６
１
２
９
）

  「新見市健康増進計画」の
  キ ャ ラクター名称が決まりました！

　

今
後
、
新
見
市
健
康
増
進
計
画

の
推
進
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
名

　

ニ
ッ
ヒ
ー
く
ん

　

（ 
に 
い
み 
に
っ 
こ
り 
ピ 
オ
ー
ネ 
ピ
ー 
ス
）

　
   
林　

宏
美
さ
ん（
菅
生
）命
名

★★
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検検検検検検検検検検診診診診診診診診診診検診
日日日日日日日日日日程程程程程程程程程程日程

休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日休日
診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療診療

準準準準準準準準準準夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜間間間間間間間間間間準夜間
診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療診療診療時間はいずれも

9時から17時までです。
高尾高西町・介護老人保健施設
「くろかみ」内
新見市休日・準夜間診療所
　　　　　　　　　（��０３３４）担当病院

診 療 日：月～金曜日
休 診 日：毎週土曜日、日曜日、祝日
診療時間：１９時～２１時
診療科目：内科、小児科

内　科
高尾高西町・介護老人保健施設「くろかみ」内

新見市休日・準夜間診療所（��０３３４）

歯　科
新見水舟・市役所前

新見市休日歯科診療所（��８０８３）

４月６日（日）
新見市 新見中央病院 ��２１１０
庄原市 東城病院 �08477-2-2150　
真庭市 近藤病院（内・外） �0867-44-2671
真庭市 まにわ整形外科（外） �0867-42-7300
真庭市 廣恵医院（内・外） �0866-52-5020

４月１３日（日）
新見市　太田病院 ��０２１４
庄原市 細川医院 �08477-2-0054
真庭市 金田病院（内・外） �0867-52-1191
真庭市 谷田医院（外） �0867-66-3616

４月２０日（日）
新見市　渡辺病院 ��２１２３
庄原市 こぶしの里病院 �08477-2-5255
真庭市 勝山病院（内・外） �0867-44-3161
真庭市 岸本医院（外） �0867-42-0495
真庭市 吉弘クリニック（内） �0866-52-2704

４月２７日（日）
新見市 長谷川紀念病院 ��３１０５
庄原市 瀬尾医院 �08477-2-0023
真庭市 落合病院（内） �0867-52-1133
真庭市 金田病院（外） �0867-52-1191
真庭市 人見医院（内） �0867-44-2133

４月２９日（火）
新見市 太田病院 ��０２１４
庄原市 東城病院 �08477-2-2150
真庭市 中山病院（内・外） �0867-42-0371
真庭市 高田医院（外） �0867-52-2233

５月３日（土）
新見市 長谷川紀念病院 ��３１０５
庄原市 こぶしの里病院 �08477-2-5255
真庭市 河本病院（内・外） �0867-55-2121
真庭市 片岡医院（内） �0867-62-3400

５月４日（日）
新見市 渡辺病院 ��２１２３
庄原市 日伝医院 �08477-2-2180
真庭市 湯原温泉病院（内・外） �0867-62-2221
真庭市 杉山医院（内） �0867-42-5012
真庭市 さくもとクリニック（外） �0866-52-4833

５月５日（月）
新見市 太田病院 ��０２１４
庄原市 東城病院 �08477-2-2150
真庭市 金田病院（内・外） �0867-52-1191
真庭市 人見医院（内） �0867-44-2133

５月６日（火）
新見市 渡辺病院 ��２１２３
庄原市 三上クリニック �08477-2-1151
真庭市 近藤病院（内・外） �0867-44-2671
真庭市 松坂医院（内） �0867-42-3300
真庭市 牧原医院（外） �0866-52-2469

●ひよこクラス（育児相談）

対象者　２歳未満の乳幼児をもつ保護者、妊婦
内　容　座談会
持参するもの　母子手帳

時　　間会　　場曜日月　日

１３：３０～１５：００新見市保健福祉センター月４月２１日

対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成１９年６月生１３：００～１３：３０
新見市保健
福祉センター水４月９日

●9～１０か月児健康診査

対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成１８年９月生１３：００～１３：３０
新見市保健
福祉センター火４月１５日

●1歳6か月児健康診査

対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成１７年９月生１３：００～１３：３０
新見市保健
福祉センター火４月８日

●２歳６か月児歯科健康診査

対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成１６年９月生１３：００～１３：３０
新見市保健
福祉センター火４月２２日

●3歳児健康診査

※６５歳～６９歳の人は、６０歳～６４歳までの間に献血の経験がある人に限られます。
※身分が確認できる物をご持参ください。
※詳細は新見市保健事業年間計画表を確認してください。

●献血
時　　間会　　場曜日月　日

１０：００～１１：３０
山村開発センター水４月１６日

１３：００～１５：３０
１０：００～１２：００新 見 商 工 会 議 所

月４月２１日
１３：３０～１５：３０Ａ コ ー プ あ し ん

対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成１９年１２月生１３：００～１３：１５
新見市保健
福祉センター水４月１６日

●3～4か月児健康診査
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公
園
の
ゴ
ミ
箱
撤
去
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
公
園
を
き
れ
い
に
保

ち
、
気
持
ち
良
く
利
用
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
ま
た
、
ゴ
ミ
の
持
ち

帰
り
マ
ナ
ー
の
向
上
の
た
め
、
次

の　

か
所
の
公
園
か
ら
ゴ
ミ
箱
を

１５
撤
去
し
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
し
ま
す
。

■
ゴ
ミ
箱
を
撤
去
し
た
公
園

　

栄
町
公
園
、
高
尾
公
園
、
上
市

公
園
、
西
方
公
園
、
太
田
公
園
、

元
町
公
園
、
昭
和
町
公
園
、
小

川
公
園
、
文
化
町
公
園
、
城
山

公
園
、
桜
ヶ
丘
公
園
、
水
舟
小

岸
公
園
、
石
蟹
公
園
、
金
谷
公

園
、
金
谷
児
童
遊
園

■
問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
整
備
課

　

（
�
�
６
１
１
８
）

市
内
体
育
施
設
で 

禁
煙
を
実
施

　

４
月
か
ら
、
次
の
施
設
が
禁
煙

と
な
り
ま
し
た
。
お
互
い
が
気
持

ち
よ
く
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
対
象
施
設

○
新
見
市
カ
ヌ
ー
体
験
ハ
ウ
ス

○
新
見
市
体
育
施
設

　

新
見
市
民
体
育
館
、
城
山
体
育

館
○
新
見
市
大
佐
体
育
施
設

　

平
松
館

○
新
見
市
神
郷
体
育
施
設

　

神
郷
体
育
館
、
三
室
体
育
館
、

高
瀬
体
育
館
、
三
室
プ
ー
ル
、

高
瀬
プ
ー
ル

○
新
見
市
哲
多
体
育
施
設

　

若
者
セ
ン
タ
ー
、
成
松
体
育
館
、

荒
戸
山
イ
ベ
ン
ト
ハ
ウ
ス
、
萬

歳
上
屋
付
多
目
的
広
場
、
本
郷

全
天
候
型
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
、

久
保
井
野
キ
ャ
ン
プ
場
管
理
棟
、

荒
戸
山
山
小
屋

○
新
見
市
哲
多
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー

○
新
見
市
哲
西
体
育
施
設

　

哲
西
体
育
館
、
哲
西
柔
剣
道
場
、

哲
西
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

■
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　

（
�
�
６
１
４
７
）

「
認
知
症
と
明
る
く
生
き
る
」 

講
演
会
を
開
催

　

新
見
公
立
短
期
大
学
で
は
、 

太 
お
お

 
田  
正  
博 
氏
（
認
知
症
ご
本
人
）
と

た 

ま
さ 
ひ
ろ

 
菅  
�  
弘  
之 
氏
（
主
治
医
）
を
お
迎

す
が 
さ
き 
ひ
ろ 
ゆ
き

え
し
、
対
談
形
式
の
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

■
日
時

　

５
月　

日
�　
　

時
〜　

時

２４

１３

１５

※
受
付
、
開
場
は　

時
か
ら

１２

■
会
場

　

新
見
市
学
術
交
流
セ
ン
タ
ー

　

（
新
見
公
立
短
期
大
学
敷
地
内
）

■
定
員　

３
０
０
人

■
参
加
費　

無
料

■
事
前
申
込
方
法

　

５
月　

日
必
着
で
、氏
名
、住
所
、

１２

「
認
知
症
と
明
る
く
生
き
る
講

演
会
申
し
込
み
」を
明
記
の
う

え
、次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

①
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送

　

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
１
４
９
２
）

　

〒
７
１
８
�
８
５
８
５　

新
見

市
西
方
１
２
６
３
�
２

　

新
見
公
立
短
期
大
学
内
「
松
本

研
究
室
」
宛

②
電
子
メ
ー
ル

　

（k
o
u
e
n
@
n
iim
i- c
.ac
.jp

）

③
電
話

　

（
�
�
０
６
３
４
）

※
電
話
の
受
付
時
間
は
９
時
〜　
１７

時　

分
３０

■
そ
の
他

　

事
前
申
込
者
に
は
、
５
月　

日
１９

ま
で
に
参
加
票
お
よ
び
詳
細
な
案

内
を
お
送
り
し
ま
す
。
な
お
、
当

日
参
加
も
受
け
付
け
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
公
立
短
期
大
学

　

地
域
福
祉
学
科

　

（
�
�
０
６
３
４
）

お
し
ら
せ

ままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちののののののののののののののののののののすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすががががががががががががががががががががたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたまちのすがたままままままちちちちちちののののののすすすすすすががががががたたたたたたまちのすがた
■固定資産税・都市計画税１期
　＜納期限：４月３０日＞

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料市税・保険料市市市市市市税税税税税税・・・・・・保保保保保保険険険険険険料料料料料料市税・保険料

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

合併当初のようす

総人口　37， 049人
　　男　17， 661人
　　女　19， 388人
世帯数　12， 614世帯

（平成１７年３月３０日現在）

◆面　積　793.27k㎡
◆ひとのうごき（　）内は前月比較
　総人口　35,846人（－４２人）
　　男　　17,058人（－１２人）
　　女　　18,788人（－３０人）
　出生…１９人　　転入…３４人
　死亡…４９人　　転出…４６人
　世帯数　１３,０７０世帯（＋３世帯）
　 （平成２０年２月末日現在）
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４月２日�　国際子どもの本の日
４月２３日�　子ども読書の日
４月２３日�～５月１２日�　第５０回こどもの読書週間
　～こどもの読書週間標語「こんにちは、新しい本。」～

●こどもお楽しみ会
　４月５日� １４：００～１５：００
　　読書ボランティアによる絵本の読み聞かせ、紙芝

居、手あそびなど
●こども映画会
　４月５日� １５：００～１５：３０
　　アニメ「つるの恩返し」「いっすん法師」
　５月１０日� １５：００～１５：４０
　　アニメ「おむすびころりん」「金太郎」
●ブックスタート
　４月９日� １３：３０～１５：００
　　対象：乳児（平成１９年６月出生児）と保護者
　　会場：新見市保健福祉センター（金谷）
　　ブックスタートのメッセージを直接乳児と保護者

に伝えながら、絵本などが入ったブックスタート
パックをお渡しします。

●腹話術とこども映画会
　４月２６日� １４：００～１６：００
　　腹話術「おこちゃん」
　　アニメ「たからじま」「ねむりのもりのひめ」他１話
●こどもの読書週間「こどもお楽しみ会」
　５月１０日� １４：００～１５：００
　　新見子供読書会による絵本の読み聞かせ、人形

劇、紙芝居、手あそびなど
■休館日　７日・１４日・２１日・２５日・２８日・３０日
　※火曜日～土曜日は１８：００まで開館しています。た
だし、日曜・祝日は１７時までです。

●子ども映画会
　４月１２日�　１４：００～
　　「ONE PIECE カラクリ城のメカ巨兵」
●おはなし会
　４月２６日� １４：００～
■休館日　１４日～１７日（返却のみ可能）
　※哲西図書館利用者のための乳幼児一時預かりは、
第１・第３火曜日の１０：００～１２：００です。

■休館日　毎週月曜日

■休館日　毎週木曜日・３０日

新
見
公
立
短
期
大
学 

介
護
技
術
講
習
会
受
講
者
を
募
集

　

こ
の
講
習
会
は
、
介
護
福
祉
士

の
国
家
試
験
を
受
け
る
予
定
で
、

実
技
試
験
の
免
除
を
申
請
し
よ
う

と
す
る
人
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
講
習
会
を
受
講
し
、
最
終

日
に
行
わ
れ
る
総
合
評
価
で
合
格

す
れ
ば
、
修
了
証
明
書
が
交
付
さ

れ
ま
す
。
修
了
証
明
書
を
試
験
セ

ン
タ
ー
に
提
出
し
、
国
家
試
験
の

筆
記
試
験
に
合
格
し
た
場
合
は
、

実
技
試
験
免
除
で
、
介
護
福
祉
士

の
資
格
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
講
習
日
程

　

８
月　

日
�
８
時　

分
〜　

時

２３

３０

１８

　

分
、　

日
�
８
時　

分
〜　

３０

２４

３０

１７

時　

分
、　

日
�
８
時　

分
〜

３０

３０

３０

　

時　

分
、　

日
�
８
時　

分

１７

３０

３１

３０

〜　

時　

分

１６

３０

■
実
施
場
所

　

新
見
公
立
短
期
大
学
１
号
館

■
定
員　
　

人
４０

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

■
受
講
料　

６
万
円

■
申
込
方
法

　

４
月　

日
必
着
で
、
ハ
ガ
キ
に

１４

「
介
護
技
術
講
習
会
受
講
申

込
」
と
記
入
の
う
え
、
①
住
所

②
氏
名
③
電
話
番
号
（
日
中
連

絡
が
つ
く
電
話
番
号
）
を
記
入

し
、
新
見
公
立
短
大
ま
で
お
送

り
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
７
１
８
�
８
５
８
５ 
新
見
市

西
方
１
２
６
３
�
２

　

新
見
公
立
短
期
大
学
総
務
課

　

（
�
�
０
６
３
４
）

平
成　

年
１
月
か
ら 

２１

株
券
が
電
子
化
さ
れ
ま
す
�

　

平
成　

年
１
月
か
ら
の
株
券
電

２１

子
化
に
よ
り
、
上
場
会
社
の
株
券

が
無
効
と
な
り
、
株
主
の
権
利
は

証
券
会
社
な
ど
の
金
融
機
関
の
口

座
で
電
子
的
に
管
理
さ
れ
ま
す
。

　

お
手
元
の
株
券
が
本
人
名
義
に

な
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
電
子
化

に
よ
り
株
主
と
し
て
の
権
利
を
失

う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注

意
が
必
要
で
す
。
ご
自
宅
の
タ
ン

ス
や
貸
金
庫
で
長
期
間
保
管
さ
れ

て
い
る
株
券
の
中
に
は
、
名
義
書

換
や
転
居
の
際
の
住
所
変
更
な
ど

が
済
ん
で
い
な
い
も
の
も
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会

に
ご
確
認
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

　

こ
の
株
券
電
子
化
に
よ
り
、
株

式
の
管
理
や
取
引
が
、
よ
り
効
率

的
か
つ
安
全
に
行
え
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

日
本
証
券
業
協
会
証
券
決
済
制

　

度
改
革
推
進
セ
ン
タ
ー

　

（
�
０
３
�
３
６
６
７
�
４
５
０
０
）

 新見図書館 ��２８２６

 哲西図書館 ��２１１０

風広場おおさ図書コーナー ��２３０４

やまびこ広場神郷図書コーナー ��６１１０
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�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�

女
性
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業 

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
講
座
生
募
集

　

岡
山
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ

ン
タ
ー
（
ウ
ィ
ズ
セ
ン
タ
ー
）
で

は
、
女
性
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事

業
と
し
て
、
再
就
職
を
希
望
す
る

女
性
を
対
象
に
、
エ
ク
セ
ル
検
定

３
級
程
度
の
技
術
や
就
業
に
関
す

る
知
識
等
を
習
得
す
る
講
座
を
行

い
ま
す
。

■
期
間

　

５
月
７
日
�
〜
６
月　

日
�　

１２

　

時
〜　

時

１０

１６

※
毎
週
火
〜
金
曜
日
の　

日
間

２２

■
会
場

【
ス
キ
ル
編
】

　

西
日
本
電
子
計
算
学
院
第
１
ビ

ル
（
岡
山
市
駅
前
町
２
�
５
�

　

）
２０

【
ア
ビ
リ
テ
ィ
編
】

　

ウ
ィ
ズ
セ
ン
タ
ー
（
岡
山
市
中

山
下
１
�
８
�　

）
４５

■
内
容

【
ス
キ
ル
編
】

　

パ
ソ
コ
ン
基
本
操
作（　

日
間
）

１８

【
ア
ビ
リ
テ
ィ
編
】

　

働
く
前
に
知
っ
て
お
き
た
い
ワ

ー
ク
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー
（
４
日

間
）

■
受
講
料　

無
料

※
教
材
費
は
実
費
負
担

■
定
員　
　

人
２８

※
選
考
に
よ
り
決
定

■
応
募
資
格

　

結
婚
、
出
産
、
育
児
、
介
護
等

で
い
っ
た
ん
仕
事
を
中
断
し
、

再
就
職
の
意
志
が
あ
る
女
性
で
、

講
座
終
了
後
す
ぐ
に
就
職
で
き

る
状
態
に
あ
り
、
講
座
の
全
期

間
受
講
で
き
る
人

■
申
込
受
付

　

４
月　

日
�
か
ら　

日
�
の　

１５

１８

１０

時
〜　

時
に
、
岡
山
県
男
女
共

１６

同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
へ
本
人

が
来
所
の
う
え
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
市
中
山
下
１
�
８
�　

Ｎ
４５

Ｔ
Ｔ
ク
レ
ド
岡
山
ビ
ル　

階
１７

　

岡
山
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ

ン
タ
ー
（
ウ
ィ
ズ
セ
ン
タ
ー
）

　

（
�
０
８
６
�
２
３
５
�
３
３
０
９
）

平
成　

年
度
労
働
基
準
監
督
官 

２０

採
用
試
験
の
ご
案
内

　

労
働
基
準
監
督
官
は
、
事
業
主

に
法
で
定
め
る
基
準
を
遵
守
さ
せ

る
と
と
も
に
、
労
働
条
件
の
向
上

を
図
る
こ
と
を
任
務
と
す
る
厚
生

労
働
省
の
専
門
職
員
で
す
。
く
わ

 「資源ごみ 」は、 「透明な袋」で
出せ る よ うになりまし た
　今月から「資源ごみ」については、今まで使用していた市指定袋（青文字）

の代わりに、「透明な袋」で出せるようになりました。

　あき缶、あきびん、ペットボトル、金属類などの資源ごみは、透明な袋に入

れてお出しください。なお、誰が出したか分かるように、袋に「名前」を必ず

書いてください。ご理解とご協力をお願いします。

透明な袋とは ？

①収集する時に、資源ごみ以外の異物が入

っていないかどうか確認できるもので、

透明ポリエチレン袋が対象になります。

　※レジ袋は半透明（白色、その他）であり、

透明な袋ではないため、使用できません。

なお、今後もマイバック運動によるレジ

袋の削減にご協力をお願いします。

②袋の大きさは、市指定ごみ袋４５リットル

程度の大きさまでで、片手で容易に持つ

ことができ、丈夫なものとしてください。

「可燃ごみ・埋立ごみ」については、今ま

でどおり、市指定の「可燃ごみ・埋立用袋」

（赤文字）に入れて出してください。

　可燃ごみと埋立ごみの処理には多額の経費を必

要とするため、市指定のごみ袋を使用することに

より、処理費の一部を負担していただいておりま

す。できるだけ分別して、可燃ごみ・埋立ごみを

減らしましょう。

■問い合わせ先

  生活環境課環境保全係 （��６１２４）

  大佐支局市民福祉課 （��２１１２）

  神郷支局市民福祉課 （��６１１２）

  哲多支局市民福祉課 （��２１１２）

  哲西支局市民福祉課 （��２１１２）

注
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し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
受
験
資
格

●
昭
和　

年
４
月
２
日
〜
昭
和　

５４

６２

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

●
昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
生
ま

６２

れ
の
人
で
次
に
該
当
す
る
人

①
大
学
を
卒
業
し
た
人
お
よ
び
平

成　

年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒

２１
業
す
る
見
込
み
の
人

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
人
と
同

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
人

■
申
込
受
付
期
間

　

４
月
１
日
�
〜　

日
�

１４

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
労
働
局
総
務
課

　

（
�
０
８
６
�
２
２
５
�
２
０
１
１
）

　

新
見
労
働
基
準
監
督
署

　

（
�
�
１
１
３
６
）

　

高
梁
公
共
職
業
安
定
所
新
見
出

張
所

　

（
�
�
３
１
５
１
）

平
成　

年
度
裁
判
所
職
員 

２０

採
用
試
験
の
ご
案
内

　

裁
判
所
で
は
、
平
成　

年
度
の

２０

裁
判
所
事
務
官
採
用
Ⅰ
・
Ⅱ
種
お

よ
び
家
庭
裁
判
所
調
査
官
補
採
用

Ⅰ
種
試
験
を
実
施
し
ま
す
。
く
わ

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
受
験
資
格

　

昭
和　

年
４
月
２
日
〜
昭
和　

５３

６２

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
■
申
込
受
付
期
間

　

４
月
１
日
�
〜　

日
�

１５

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
地
方
・
家
庭
裁
判
所
事
務

局
総
務
課
人
事
第
一
係

　

（
�
０
８
６
�
２
２
２
�
６
７
７
１
）

裁
判
員
制
度
に
つ
い
て

　

裁
判
員
制
度
が
平
成　

年
５
月

２１

ま
で
に
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
制
度

は
、　

歳
以
上
の
国
民
（
有
権
者
）

２０

の
中
か
ら
無
作
為
に
選
ば
れ
た
６

人
の
裁
判
員
が
、
３
人
の
裁
判
官

と
と
も
に
刑
事
裁
判
の
審
理
に
立

ち
会
い
、
被
告
人
が
有
罪
か
無
罪

か
、
有
罪
の
場
合
に
は
ど
の
よ
う

な
刑
に
す
る
の
か
を
判
断
す
る
制

度
で
す
。

　

裁
判
の
進
め
方
や
そ
の
内
容
に
、

国
民
の
視
点
・
感
覚
が
反
映
さ
れ
、

裁
判
全
体
に
対
す
る
国
民
の
理
解

が
深
ま
り
、
裁
判
が
よ
り
身
近
に

感
じ
ら
れ
、
司
法
へ
の
信
頼
が
高

ま
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
法
律
知
識
は
、
特
に
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

裁
判
員
制
度
に
つ
い
て
の
資
料
、

「
よ
く
わ
か
る
！
裁
判
員
制
度
Ｑ

＆
Ａ
」
や
「
裁
判
員
制
度
ブ
ッ
ク

レ
ッ
ト
」
を
希
望
す
る
人
は
、
岡

山
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

裁
判
員
制
度
へ
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務

課
庶
務
係

　

（
�
０
８
６
�
２
２
２
�
６
７
７
１
）

新
見
発
電
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

岡
山
県
企
業
局
新
見
発
電
所

（
金
谷
）
で
は
、
桜
の
開
花
時
期

に
合
わ
せ
、
場
内
を
一
般
に
公
開

し
ま
す
。

　

ま
た
、
開
放
期
間
の
最
終
日
に
、

「
新
見
発
電
所
さ
く
ら
ま
つ
り
」

を
、
地
域
と
の
協
働
事
業
と
し
て

開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
水
力
発
電
施
設

の
見
学
と
桜
見
物
を
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。
み
な
さ
ま
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
場
内
開
放
期
間

　

４
月
１
日
�
〜　

日
�

１３

（
９
時
〜　

時
）

１７

■
新
見
発
電
所
さ
く
ら
ま
つ
り

　

４
月　

日
�　
　

時
〜　

時

１３

１０

１５

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
企
業
局
新
見
発
電
所

　

（
�
�
８
４
４
５
）

第１９回 鯉が窪湿原まつり

５月３日（祝・土）１０：００～１５：００
きらめき広場・哲西周辺、
鯉が窪湿原で開催

「太鼓田植え」が披露されます。

　その他、ステージイベントや特産品の販売、

各種バザーなども行われますので、ご家族お誘

い合わせのうえご来場ください。

■問い合わせ先

　哲西支局経済建設課（��２１１３）

　第１９回鯉が窪湿原まつりを開催します。湿生

植物を見ることができる春の鯉が窪湿原を散策

してみませんか。

　また、道の駅「鯉が窪」近くの水田では、今

ではめったに見ることができない、牛による農

耕風景や、田の神を讃え、秋の五穀豊穣を願い

伝承されてきた県指定重要無形民俗文化財の

美しい湿原と伝統の美しい湿原 と伝統の
太鼓田植えを見に行こう太鼓 田 植え を 見 に 行こう！！
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新
見
美
術
館 

永
田
萠
サ
イ
ン
会
＆
講
演
会

　

新
見
美
術
館
で
は
、
新
見
市
制

３
周
年
記
念
と
し
て
、
イ
ラ
ス
ト

レ
ー
タ
ー
で
絵
本
作
家
の
永
田
萠

氏
の
特
別
展
を
開
催
す
る
こ
と
と

し
、
同
氏
の
サ
イ
ン
会
と
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ

の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

４
月　

日
�

２７

■
会
場　

新
見
美
術
館

■
講
演
会

　
　

時
〜
（
先
着
１
０
０
人
）

１４
※
当
日　

時
か
ら
、
受
付
で
入
場

１０

整
理
券
を
配
布
し
ま
す
。

■
サ
イ
ン
会

　
　

時　

分
〜
（
先
着　

人
）

１１

３０

６０

※
当
日
、
売
店
で
対
象
商
品
を
お

買
い
上
げ
い
た
だ
い
た
先
着　

人
６０

に
限
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
美
術
館

　

（
�
�
７
８
５
１
）

猪
風
来
美
術
館 

陶
芸
教
室
生
募
集

　

猪
風
来
美
術
館
で
は
、
陶
芸
教

室
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
縄
文

時
代
と
同
じ
方
法
で
、
縄
文
の
器

や
オ
ブ
ジ
ェ
を
作
っ
て
、
そ
の
魅

力
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
開
催
日

　

毎
月
の
第
１
日
曜
日

　

４
月
６
日
、
５
月
４
日
、
６
月

１
日
、
７
月
６
日
、
８
月
３
日
、

９
月
７
日
、　

月
５
日
、　

月

１０

１１

２
日
、　

月
７
日
、
１
月　

日
、

１２

１１

２
月
１
日
、
３
月
１
日
）

■
時
間　
　

時
〜　

時

１０

１２

■
場
所

　

猪
風
来
美
術
館
（
新
見
市
法
曽

陶
芸
館
）

■
講
師　

造
形
作
家 
猪
風
来
氏

■
コ
ー
ス

【
Ａ
】
縄
文
野
焼
き
コ
ー
ス

【
Ｂ
】
電
気
窯
コ
ー
ス

■
焼
成

【
Ａ
】
春
（
４
月
）
と
秋
（　

月
）

１０

の
縄
文
野
焼
き
に
て

【
Ｂ
】
２
か
月
に
１
回

■
参
加
費

【
Ａ
】
一
般　
　
　
　
　

２
千
円

　
　
　

中
学
生
以
下　
　

１
千
円

【
Ｂ
】
一
般　
　
　

２
千
５
百
円

　
　
　

中
学
生
以
下
１
千
５
百
円

※
料
金
は
焼
成
の
費
用
も
含
ん
で

い
ま
す
。

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�

■
申
込
方
法

　

開
催
日
の
前
日
ま
で
に
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
グ
ル
ー
プ
や
サ
ー
ク
ル
、
団
体

等
の
申
し
込
み
は
、
別
日
程
で
設

定
で
き
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

猪
風
来
美
術
館
（
新
見
市
法
曽

　

陶
芸
館
）

　

（
�
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
２
４
４
４
）

猪
風
来
美
術
館 

春
の
縄
文
野
焼
き
祭
り

　

猪
風
来
美
術
館
と
法
曽
焼
同
好

会
で
は
、
恒
例
行
事
「
春
の
縄
文

野
焼
き
祭
り
」を
開
催
し
ま
す
。　

　

お
花
見
と
法
曽
茶
を
楽
し
み
な

が
ら
、
猪
風
来
氏
や
陶
芸
教
室
生

の
作
品
等
の
野
焼
き
焼
成
を
行
い

ま
す
の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

４
月　

日
�

１３

・
８
時　

火
入
れ

・　

時　

焼
き
上
り

１６

　

桜
の
下
で
の
作
品
野
外
展
示
、

お
茶
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
雨
天
中
止

■
場
所　

猪
風
来
美
術
館
前
広
場

■
問
い
合
わ
せ
先

　

猪
風
来
美
術
館
（
新
見
市
法
曽

陶
芸
館
）

　

（
�
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
２
４
４
４
）

大
佐
神
社
本
殿

市市市市市市市市市市
内内内内内内内内内内
のののののののののの

市
内
の

文
化
財

文 
化 
財

    
め
ぐ
り

め 
ぐ 
り

文
化
財

文 
化 
財

    
め
ぐ
り

め 
ぐ 
り ●

　

大
佐
小
阪
部
の
大
佐
神
社
は
、
延
暦
３
年
（
７
８
４
）
に

九
州
の
肥
後
の
国
か
ら
こ
の
地
に
移
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
の

本
殿
は
元
文
元
年
（
１
７
３
６
）
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
、

そ
の
後
、
何
度
か
屋
根
の
葺
き
替
え
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

社
殿
は
現
在
ま
で
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
広
大
な 
社
叢 
（
神
社
の
森
）
は
県
内
で
も
屈
指
の

し
ゃ
そ
う

も
の
で
、
参
道
に
は
、
巨
大
な
杉
の
並
木
が
２
０
０
メ
ー
ト

ル
に
渡
り
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
中
に
は
、
本
殿
が
再
建
さ

れ
た
当
時
か
ら
あ
る
と
思
わ
れ
る
巨
木
も
数
十
本
あ
り
ま
す
。

　

大
佐
神
社
の
本
殿
は
、

昭
和　

年
８
月　

日
に

３９

３０

市
指
定
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。

本殿本殿

拝殿拝殿
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新見市西方３６１番地

（��７８５１）
月44・・55

 「 猪  風  来 美術館」
い ふう らい

新見市法曽６０９番地

（��２４４４）

新見美術館

法曽陶芸館
開館時間�９：００～１７：００
休 館 日�月曜日

●常設展示観覧料
　一般…２００円（１５０円）　高校生…１００円（７０円）
　（　）内は１５人以上の団体料金

※ただし、中学生以下は入館無料になります。

　大道芸人ギリヤ

ーク尼ヶ崎の芸に

涙し、その感動に

つき動かされて創

作した陶板レリー

フの大作「情念」

や立体作品などの

情念シリーズ。

　北海道の原野で

「生命のシリーズ」

を創り、生命の形の根源をつかんで、独自の世界を開眼

した猪風来は、「生命の中の心の領域」を創ろうとしてい

ました。日本を代表する舞踏家・ギリヤーク尼ヶ崎との

出会いは芸術的共鳴を起こし、喜怒哀楽の極地を表現す

る新たな作品群を生み出しました。

●観覧料　一　般…４００円（３５０円）　中高生…２５０円（２００円）
　　　　　小学生…１５０円（１００円）　（　）内は１５人以上の団体料金

※ただし、市内の小中学生は「こころふれあいパスポート」の提
示で入館無料になります。

開館時間�９：３０～１７：００（入館は１６：３０まで）
休 館 日�月曜日

　

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
、
絵
本
作
家
と
し
て
活
躍
す
る
永
田
萠
。
カ
ラ

ー
イ
ン
ク
を
駆
使
し
た
鮮
や
か
な
色
彩
と
想
像
力
で
描
き
続
け
る
「
花

と
妖
精
」
の
世
界
は
、
国
内
外
を
問
わ
ず
広
く
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

豊
か
な
色
彩
を
生
か
し
た
作
品
に
は
草
花
と
無
邪
気
に
た
わ
む
れ
る
か

わ
い
い
妖
精
た
ち
が
た
く
さ
ん
登
場
し
、
私
た
ち
の
心
を
和
ま
せ
、
夢

を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　

本
展
で
は
、新
見
市
制
３
周
年

を
記
念
し
、　

年
を
迎
え
た
永
田

３０

萠
の
画
業
を
、初
期
の
イ
ラ
ス
ト
か

ら
最
新
の
絹
絵
ま
で
代
表
作
を
、

　

年
ご
と
の
年
代
順
に
振
り
返
り

１０紹
介
し
ま
す
。

行 事 予 定

４
月　

日
�
〜
５
月　

日
� 

会
期
中
無
休

１７

１８

　

新
見
市
制
3
周
年
記
念
特
別
展
Ⅰ 

画
業　

年
記
念  
永  
田  
萠 
の
世
界
展

な
が 

た 

も
え

３０

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
夢
が
う
ま
れ
る
そ
の
時
に
〜

作品の前で踊るギリヤーク尼ヶ崎と猪風来
１９９０年石狩にて

※４月１７日（木）～５月１８日（日）は無休

火4/1
●心配ごと相談 新見市総合福祉センター  １０：００～１５：００水2

木3
●ひとり暮らし・高齢者の集い
　保健福祉センター（金谷）  １０：００～１５：００金4

土5
●第２１回春のクリーン作戦 新見支局管内  ６：００～
●新見市学術交流センター開館式
　新見公立短期大学  ９：３０～

日6
●心配ごと相談  きらめき広場・哲西  ９：００～１２：００
●心配ごと相談  哲多総合センター、新砥公民館、夢ひろば
萬歳  ９：３０～１２：００　  │

●特設人権・行政相談  きらめき広場・哲西  ９：００～１２：００

月7

火8
●特設人権・行政相談  哲多総合センター  ９：００～１２：００水9

木10
●交通事故相談  新見市総合福祉センター  １０：００～１５：００金11

土12
●春の縄文野焼き祭り
　法曽陶芸館  ８：００～１６：００（※雨天中止）
●新見市消防繰法訓練大会　哲多農村広場  ８：３０～

日13

月14
火15
●心配ごと相談  新見市総合福祉センター  １０：００～１５：００
●法律相談（※要予約）
　新見市総合福祉センター  １０：００～１５：００
●合同相談  草間市民センター  １０：００～１２：００
●特設人権・行政相談
　新見市総合福祉センター  １０：００～１５：００
●特設人権・行政相談  草間市民センター  １０：００～１２：００

水16

木17
●特設人権・行政相談  風広場おおさ  １０：００～１５：００金18

土19
●こどもフェスタinしんごう２００８
　やまびこ広場神郷  １４：００～日20

月21
火22
水23
木24
金25
土26
●チャレンジ・ザ・カヌー（※要予約） 青年の家カヌー練習
場（金谷の高梁川河原） １０：００～１５：００日27

月28
火29
水30
木5/1
金2
●第１９回鯉が窪湿原まつり  きらめき広場・哲西周辺、鯉が
窪湿原  １０：００～１５：００土3

日4
月5
火6
●心配ごと相談  きらめき広場・哲西  ９：００～１２：００
●心配ごと相談  哲多総合センター、新砥公民館、夢ひろば
萬歳  ９：３０～１２：００

●心配ごと相談  新見市総合福祉センター  １０：００～１５：００
●特設人権・行政相談  きらめき広場・哲西  ９：００～１２：００

水7

６月８日まで
  企画展  猪風来情念シリーズ

大道芸人ギリヤーク 尼  ヶ  崎 ・鬼の踊り展
あま が さき

永田萠《晴れた日に》２００１年
（Ｃ）Moe Nagata/Yohseimura.Co.,Ltd.



本紙は環境保全のため再生紙を
使用しています。

環境にやさしい大豆油インキ
を使用しています。

この印刷の一部には水質保全に有効な
水なし印刷方式を採用しています。
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★５月号の「ハッピーバースデー」コ－ナ－に掲載希望の人は、企画課企画広報係（蕁煢6114）にご一報ください。（締切は４月15日）

◆３月20日、まなび広場にいみで「新見地

域介護予防講演会」が開催され、介護関係者

や市民ら約130人が参加しました。茨城県立

健康プラザ管理者で、茨城県立医療大学名誉

教授の大
おお

田
た

仁
ひと

史
し

先生をお迎えし、「介護予防

とリハビリテーション～覚えようシルバーリハ

ビリ体操～」と題した講演が行われました。

今月の表紙

●新しい市のシンボルと市民憲章が決定し、

市制３周年記念式典において発表されまし

た。

　市民憲章は頭文字が「に」・「い」・「み」

で、リズム感があり覚えやすいものになり

ました。特に「み」の文に込められた思い

は、一人ひとりが心に『光る』ものを持ち、

チャレンジをしていくことの大切さをあら

ためて感じました。

　春は新しい気持ちでスタートするには絶好

の季節です。私も、自分に出来る『光る』も

のを見つけてチャレンジしたいと思います。

■編集／新見市報道委員会
■発行／新見市
　〒718‒8501
　新見市新見310‒3
　新見市総務企画部企画課
　☎煢 6114
■ホームページ
　http://www.city.niimi.
　　　　　　　　okayama.jp/
　携帯電話でもご覧になれます
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